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 （神無月） 

３
人
合
わ
せ
て
　��

歳
302�

田中一枝さん（101歳）田中一枝さん（101歳） 堀地　秀さん（101歳）堀地　秀さん（101歳）

　岡常猪さん（100歳）

日
高
村
の
長
寿
の

御
三
方

ま
す
ま
す

　
　
お
元
気
で
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Village Topics

れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で 

こ 

平
成
15
年
度
敬
老
会 

Village Topics

　
９
月
15
日
（
月
）
、
平
成
15
年
度
の
敬

老
会
が
日
下
小
学
校
体
育
館
、
加
茂
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
、
能
津
小
学
校
体
育
館
の
３

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
各
式
場
で
は
、
村
長
、
議
長
の
祝
辞
の

後
、
長
寿
、
白
寿
、
米
寿
、
金
婚
夫
婦
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
下
小
学
校
体

育
館
に
は
、
１
０
１
歳
の
堀
地
　
秀
さ
ん

も
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
だ
さ
り
、
会
場

か
ら
は
長
寿
を
祝
う
大
き
な
拍
手
が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
式
典
が
終
わ
る
と
、
余
興
と
し
て
保
育

園
児
や
小
学
生
に
よ
る
歌
や
踊
り
が
披
露

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
地
域
の
方
々
や
、
民
謡
部
、
西
光
若
葉

太
鼓
、
な
ど
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支

え
ら
れ
、
盛
大
な
敬
老
会
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

　
敬
老
会
に
出
席
し
た
方
も
で
き
な
か
っ

た
方
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
長
生
き
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

通
安
全
は
家
庭
か
ら 

交 

交
通
安
全
母
の
会
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン 

　
８
月
28
日
（
木
）
日
高
村
保
健

セ
ン
タ
ー
で
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
　
み
ん
な
で
す
す
め
る
交

通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
　
メ

ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
全
国
交

通
安
全
母
の
会
連
合
会
が
主
催
し
、

全
国
を
７
コ
ー
ス
に
分
け
て
、
広

報
車
で
各
県
を
ま
わ
っ
て
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
高
知
県
交
通
安
全
母
の
会
会
長

を
は
じ
め
、
全
国
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
、
高
知
県
警
察
本
部
交

通
機
動
隊
が
村
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
高
知
県
交
通
安
全
母
の
会
大
西

会
長
よ
り
、
村
へ
内
閣
官
房
長
官

の
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達

さ
れ
、
日
高
村
長
よ
り
、
「
法
守

る
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
で
事
故
を
断
つ
」

と
い
う
交
通
安
全
の
決
意
を
書
い

た
色
紙
が
大
西
会
長
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
よ
り
、

日
下
保
育
園
児
に
絵
本
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
後
、
交
通
機
動
隊
の

白
バ
イ
や
、
パ
ト
カ
ー
と
一
緒
に

記
念
撮
影
を
行
い
、
交
通
安
全
を

誓
い
ま
し
た
。 

田
中
　
一
枝
　
　
女
　
（
能
津
地
区
）
　 

堀
地
　
　
秀
　
　
女
　
（
能
津
地
区
）
　 

　
岡
　
常
猪
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

 

山
　
　
光
喜
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

畠
山
　
糸
惠
　
　
女
　
（
能
津
地
区
）

野
村
　
亀
居
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
糸
三
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

川
村
　
行
尾
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

　
岩
　
元
義
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

　
野
夛
美
栄
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

柏
井
　
正
水
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
猪
熊
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

矢
野
　
澄
江
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

門
田
　
梅
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

横
山
　
宮
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

隅
田
　
正
一
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

横
山
　
織
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

森
本
　
賢
一
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
　
衛
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

濱
田
　
免
波
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
春
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
幸
惠
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

西
森
　
實
惠
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

山
中
　
松
美
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

川
瀬
　
良
馬
　
　
男
　
（
加
茂
地
区
） 

北
添
　
　
陽
　
　
女
　
（
加
茂
地
区
） 

保
木
　
夏
水
　
　
男
　
（
加
茂
地
区
） 

橋
詰
　
　
幸
　
　
女
　
（
加
茂
地
区
） 

中
村
　
博
　
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

田
村
　
正
一
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

　
井
　
豊
實
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

　
村
千
代
　
　
　
女
　
（
能
津
地
区
） 

　
名
　
良
輔
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

小
川
　
久
男
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

大
川
　
常
稔
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

     

桐
本
　
泰
象
　
　
富
子
　
　
　
Ｓ
28
・
１
・
17
（
日
下
地
区
） 

氏
原
　
義
純
　
　
芳
惠
　
　
　
Ｓ
28
・
11
・
24
（
日
下
地
区
） 

濱
田
　
利
良
　
　
和
枝
　
　
　
Ｓ
28
・
３
・
30
（
日
下
地
区
） 

山
本
　
　
忠
　
　
美
榮
子
　
　
Ｓ
26
・
１
・
27
（
日
下
地
区
） 

柏
井
　
忠
利
　
　
佐
和
　
　
　
Ｓ
27
・
12
・
９
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
有
策
　
　
節
子
　
　
　
Ｓ
28
・
６
・
27
（
日
下
地
区
） 

亀
井
　
三
男
　
　
好
江
　
　
　
Ｓ
28
・
３
・
10
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
乙
彦
　
　
三
代
　
　
　
Ｓ
28
・
１
・
30
（
日
下
地
区
） 

森
田
　
春
義
　
　
治
榮
　
　
　
Ｓ
28
・
２
・
５
（
日
下
地
区
） 

須
内
　
春
清
　
　
芳
子
　
　
　
Ｓ
27
・
３
・
20
（
日
下
地
区
） 

川
瀬
　
　
勲
　
　
幸
子
　
　
　
Ｓ
28
・
２
・
３
（
加
茂
地
区
） 

中
村
　
四
良
　
　
祐
　
　
　
　
Ｓ
28
・
２
・
４
（
加
茂
地
区
） 

松
岡
　
章
夫
　
　
都
　
　
　
　
Ｓ
28
・
２
・
20
（
加
茂
地
区
） 

北
添
　
正
治
　
　
和
子
　
　
　
Ｓ
28
・
10
・
28
（
加
茂
地
区
） 

大
塚
　
千
秋
　
　
菊
代
　
　
　
Ｓ
28
・
８
・
18
（
加
茂
地
区
） 

田
中
　
正
美
　
　
弘
子
　
　
　
Ｓ
28
・
２
・
３
（
能
津
地
区
） 

 

　９月21日から30日まで行いました、「秋の交通安全運動」にご協
力いただき、ありがとうございました。 
　これから日の暮れが早くなり、夕方の交通事故が危惧されています。
車のドライバーは早めのライトの点灯を、歩行者は反射材を使用す
るなどして、交通事故にあわないようにしましょう。 

（
結
婚
年
月
日
） 

（
敬
称
略
） 

加
茂
地
区 

日
下
地
区 

能
津
地
区 
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れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で 

こ 

平
成
15
年
度
敬
老
会 

Village Topics

　
９
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15
日
（
月
）
、
平
成
15
年
度
の
敬
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会
が
日
下
小
学
校
体
育
館
、
加
茂
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
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、
能
津
小
学
校
体
育
館
の
３

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
各
式
場
で
は
、
村
長
、
議
長
の
祝
辞
の

後
、
長
寿
、
白
寿
、
米
寿
、
金
婚
夫
婦
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
下
小
学
校
体

育
館
に
は
、
１
０
１
歳
の
堀
地
　
秀
さ
ん

も
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
だ
さ
り
、
会
場

か
ら
は
長
寿
を
祝
う
大
き
な
拍
手
が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
式
典
が
終
わ
る
と
、
余
興
と
し
て
保
育

園
児
や
小
学
生
に
よ
る
歌
や
踊
り
が
披
露

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
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地
域
の
方
々
や
、
民
謡
部
、
西
光
若
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太
鼓
、
な
ど
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
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え
ら
れ
、
盛
大
な
敬
老
会
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
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敬
老
会
に
出
席
し
た
方
も
で
き
な
か
っ

た
方
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
長
生
き
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

通
安
全
は
家
庭
か
ら 

交 

交
通
安
全
母
の
会
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン 

　
８
月
28
日
（
木
）
日
高
村
保
健

セ
ン
タ
ー
で
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
　
み
ん
な
で
す
す
め
る
交

通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
　
メ

ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
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こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
全
国
交

通
安
全
母
の
会
連
合
会
が
主
催
し
、

全
国
を
７
コ
ー
ス
に
分
け
て
、
広

報
車
で
各
県
を
ま
わ
っ
て
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
高
知
県
交
通
安
全
母
の
会
会
長

を
は
じ
め
、
全
国
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
、
高
知
県
警
察
本
部
交

通
機
動
隊
が
村
を
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し
ま
し
た
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高
知
県
交
通
安
全
母
の
会
大
西

会
長
よ
り
、
村
へ
内
閣
官
房
長
官

の
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達

さ
れ
、
日
高
村
長
よ
り
、
「
法
守

る
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
で
事
故
を
断
つ
」

と
い
う
交
通
安
全
の
決
意
を
書
い

た
色
紙
が
大
西
会
長
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
よ
り
、

日
下
保
育
園
児
に
絵
本
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
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た
後
、
交
通
機
動
隊
の

白
バ
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や
、
パ
ト
カ
ー
と
一
緒
に

記
念
撮
影
を
行
い
、
交
通
安
全
を

誓
い
ま
し
た
。 

田
中
　
一
枝
　
　
女
　
（
能
津
地
区
）
　 

堀
地
　
　
秀
　
　
女
　
（
能
津
地
区
）
　 

　
岡
　
常
猪
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

 

山
　
　
光
喜
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

畠
山
　
糸
惠
　
　
女
　
（
能
津
地
区
）

野
村
　
亀
居
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
糸
三
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

川
村
　
行
尾
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

　
岩
　
元
義
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

　
野
夛
美
栄
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

柏
井
　
正
水
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
猪
熊
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

矢
野
　
澄
江
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

門
田
　
梅
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

横
山
　
宮
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

隅
田
　
正
一
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

横
山
　
織
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

森
本
　
賢
一
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
　
衛
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

濱
田
　
免
波
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
春
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
幸
惠
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

西
森
　
實
惠
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

山
中
　
松
美
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

川
瀬
　
良
馬
　
　
男
　
（
加
茂
地
区
） 

北
添
　
　
陽
　
　
女
　
（
加
茂
地
区
） 

保
木
　
夏
水
　
　
男
　
（
加
茂
地
区
） 

橋
詰
　
　
幸
　
　
女
　
（
加
茂
地
区
） 

中
村
　
博
　
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

田
村
　
正
一
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

　
井
　
豊
實
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

　
村
千
代
　
　
　
女
　
（
能
津
地
区
） 

　
名
　
良
輔
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

小
川
　
久
男
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

大
川
　
常
稔
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

     

桐
本
　
泰
象
　
　
富
子
　
　
　
Ｓ
28
・
１
・
17
（
日
下
地
区
） 

氏
原
　
義
純
　
　
芳
惠
　
　
　
Ｓ
28
・
11
・
24
（
日
下
地
区
） 

濱
田
　
利
良
　
　
和
枝
　
　
　
Ｓ
28
・
３
・
30
（
日
下
地
区
） 

山
本
　
　
忠
　
　
美
榮
子
　
　
Ｓ
26
・
１
・
27
（
日
下
地
区
） 

柏
井
　
忠
利
　
　
佐
和
　
　
　
Ｓ
27
・
12
・
９
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
有
策
　
　
節
子
　
　
　
Ｓ
28
・
６
・
27
（
日
下
地
区
） 

亀
井
　
三
男
　
　
好
江
　
　
　
Ｓ
28
・
３
・
10
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
乙
彦
　
　
三
代
　
　
　
Ｓ
28
・
１
・
30
（
日
下
地
区
） 

森
田
　
春
義
　
　
治
榮
　
　
　
Ｓ
28
・
２
・
５
（
日
下
地
区
） 

須
内
　
春
清
　
　
芳
子
　
　
　
Ｓ
27
・
３
・
20
（
日
下
地
区
） 

川
瀬
　
　
勲
　
　
幸
子
　
　
　
Ｓ
28
・
２
・
３
（
加
茂
地
区
） 

中
村
　
四
良
　
　
祐
　
　
　
　
Ｓ
28
・
２
・
４
（
加
茂
地
区
） 

松
岡
　
章
夫
　
　
都
　
　
　
　
Ｓ
28
・
２
・
20
（
加
茂
地
区
） 

北
添
　
正
治
　
　
和
子
　
　
　
Ｓ
28
・
10
・
28
（
加
茂
地
区
） 

大
塚
　
千
秋
　
　
菊
代
　
　
　
Ｓ
28
・
８
・
18
（
加
茂
地
区
） 

田
中
　
正
美
　
　
弘
子
　
　
　
Ｓ
28
・
２
・
３
（
能
津
地
区
） 

 

　９月21日から30日まで行いました、「秋の交通安全運動」にご協
力いただき、ありがとうございました。 
　これから日の暮れが早くなり、夕方の交通事故が危惧されています。
車のドライバーは早めのライトの点灯を、歩行者は反射材を使用す
るなどして、交通事故にあわないようにしましょう。 

（
結
婚
年
月
日
） 

（
敬
称
略
） 

加
茂
地
区 

日
下
地
区 

能
津
地
区 
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９
月
20
日
（
土
）
に
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
民
生
児
童
委
員

会
主
催
に
よ
る
「
あ
そ
び
の
ひ

ろ
ば
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
は
、

民
生
児
童
委
員
さ
ん
た
ち
が
子

ど
も
や
大
人
、
だ
れ
で
も
参
加

で
き
る
あ
そ
び
を
企
画
し
た
手

づ
く
り
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

今
月
は
「
流
し
そ
う
め
ん
」
を

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

前
日
か
ら
竹
を
切
り
出
し
て
き

た
り
、
竹
を
割
っ
て
水
を
流
し

て
準
備
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
民
生
児
童
委
員
さ

ん
が
12
名
、
子
ど
も
や
大
人
が

30
数
名
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
委
員
さ
ん
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、
ま
ず
、
竹
で
自
分
の

う
つ
わ
や
は
し
を
作
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。
自
分
の
食
器

が
で
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
委

員
さ
ん
た
ち
が
準
備
し
て
く
れ

た
竹
馬
で
遊
ん
だ
り
、
そ
の
場

で
竹
と
ん
ぼ
を
作
っ
て
も
ら
っ

て
大
喜
び
で
し
た
。
中
に
は
自

分
で
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み
た

い
と
委
員
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
、
の
こ
ぎ
り
や
ナ
イ

フ
で
竹
と
ん
ぼ
作
り
に
挑
戦
す

る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
し
た
。

ま
た
、
竹
馬
を
少
し
練
習
し
た

だ
け
で
う
ま
く
乗
り
こ
な
せ
る

子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
委
員
さ

ん
た
ち
も
大
き
な
歓
声
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。 

　
い
よ
い
よ
そ
う
め
ん
流
し
が

始
ま
る
と
、
流
れ
る
水
か
ら
、

な
か
な
か
そ
う
め
ん
を
は
し
で

取
れ
な
い
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、

み
ん
な
で
楽
し
い
そ
う
め
ん
流

し
に
笑
顔
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
た
だ
い
た
民
生
児
童
委
員
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
！ 

日時　平成15年９月７日(日) 

場所　日高村総合運動公園・野球場 

Village Topics

統
漁
法
を
親
子
で
学
ぶ 

伝 
第
４
回
親
子
体
験
学
習
「
火
振
り
漁
」 

と
足
早
く
敬
老
会 

ひ 
能
津
保
育
所
で
高
齢
者
交
流
会
 

　
９
月
５
日
（
金
）
、
能
津
保

育
所
で
高
齢
者
交
流
会
が
行

わ
れ
、
能
津
地
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
、
村
内
各
地
の
高
齢
者

の
方
々
約
40
人
が
参
加
し
、

園
児
達
と
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
園
児
た
ち
か
ら
手

作
り
の
色
紙
と
首
飾
り
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。 

　
出
し
物
で
は
、
毎
日
練
習

し
て
き
た
歌
や
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
。
一
生
懸
命
が
ん

ば
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
、

時
に
は
大
き
な
声
で
笑
っ
た

り
、
時
に
は
拍
手
を
送
っ
た

り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
職
員
の
出
し
物
で

は
、
村
長
も
飛
び
入
り
参
加

し
て
日
高
音
頭
を
仮
装
し
て

踊
り
ま
し
た
。 

  

昼
食
も
園
児
と
一
緒
に
と

り
ま
し
た
。 

　
毎
年
、
恒
例
と
な
っ
て
い

る
一
足
早
い
敬
老
会
は
、
子

ど
も
た
ち
と
接
す
る
時
間
も

多
い
こ
と
か
ら
心
待
ち
に
し

て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。 

　
８
月
30
日
（
土
）
、
長
畑

の
仁
淀
川
河
原
で
、
第
４

回
の
親
子
体
験
学
習
「
火

振
り
漁
」
が
村
内
外
か
ら

多
数
の
参
加
者
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
自
由
時
間
で
は
、
川
で

泳
い
で
遊
ん
だ
り
、
遊
覧

船
（
箱
ビ
ン
で
の
水
中
観
察
）

に
乗
っ
た
り
と
思
い
思
い

の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
竹
飯
と
鮎
の
塩
焼
き
作

り
は
、
担
当
者
の
指
導
の

も
と
、
竹
を
の
こ
ぎ
り
で

切
っ
た
り
、
な
た
で
割
っ

た
り
と
家
族
が
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
竹
飯
と
は
、
孟
宗
竹
の

一
節
間
に
お
米
と
水
を
入

れ
て
炊
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
本
当
に
炊

け
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
い

っ
た
不
安
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
実
際
炊
い
て
み
る
と
、

中
に
は
少
し
焦
げ
た
の
も

あ
り
ま
し
た
が
ほ
と
ん
ど

の
竹
飯
が
お
い
し
く
炊
け

ま
し
た
。 

　
日
没
後
、
「
火
振
り
漁
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
た
い

ま
つ
に
火
を
灯
し
、
漁
師

さ
ん
が
船
の
舳
先
で
た
い

ま
つ
を
振
り
、
子
ど
も
た

ち
は
懐
中
電
灯
を
手
に
水

中
を
照
ら
し
ま
し
た
。 

　
あ
ら
か
じ
め
仕
掛
け
て

い
た
網
を
取
り
込
み
竿
に

掛
け
て
魚
を
捕
り
ま
し
た
。

今
年
は
川
の
状
態
が
悪
く
、

昨
年
ほ
ど
の
大
漁
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一

人
３
匹
ほ
ど
が
お
土
産
と

し
て
参
加
者
に
配
ら
れ
ま

し
た
。 

　
夏
休
み
最
後
の
休
日
を

親
子
で
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。 

　
ま
た
、
能
津
地
区
の
皆

様
に
は
多
大
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
「
火
振
り
漁
」

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

生
児
童
委
員
さ
ん
大
活
躍
！ 

民 
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
で
「
流
し
そ
う
め
ん
」 

年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

壮 
９
月
大
会
開
催 
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９
月
20
日
（
土
）
に
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
民
生
児
童
委
員

会
主
催
に
よ
る
「
あ
そ
び
の
ひ

ろ
ば
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
は
、

民
生
児
童
委
員
さ
ん
た
ち
が
子

ど
も
や
大
人
、
だ
れ
で
も
参
加

で
き
る
あ
そ
び
を
企
画
し
た
手

づ
く
り
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

今
月
は
「
流
し
そ
う
め
ん
」
を

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

前
日
か
ら
竹
を
切
り
出
し
て
き

た
り
、
竹
を
割
っ
て
水
を
流
し

て
準
備
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
民
生
児
童
委
員
さ

ん
が
12
名
、
子
ど
も
や
大
人
が

30
数
名
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
委
員
さ
ん
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、
ま
ず
、
竹
で
自
分
の

う
つ
わ
や
は
し
を
作
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。
自
分
の
食
器

が
で
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
委

員
さ
ん
た
ち
が
準
備
し
て
く
れ

た
竹
馬
で
遊
ん
だ
り
、
そ
の
場

で
竹
と
ん
ぼ
を
作
っ
て
も
ら
っ

て
大
喜
び
で
し
た
。
中
に
は
自

分
で
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み
た

い
と
委
員
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
、
の
こ
ぎ
り
や
ナ
イ

フ
で
竹
と
ん
ぼ
作
り
に
挑
戦
す

る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
し
た
。

ま
た
、
竹
馬
を
少
し
練
習
し
た

だ
け
で
う
ま
く
乗
り
こ
な
せ
る

子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
委
員
さ

ん
た
ち
も
大
き
な
歓
声
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。 

　
い
よ
い
よ
そ
う
め
ん
流
し
が

始
ま
る
と
、
流
れ
る
水
か
ら
、

な
か
な
か
そ
う
め
ん
を
は
し
で

取
れ
な
い
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、

み
ん
な
で
楽
し
い
そ
う
め
ん
流

し
に
笑
顔
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
た
だ
い
た
民
生
児
童
委
員
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
！ 

日時　平成15年９月７日(日) 

場所　日高村総合運動公園・野球場 

Village Topics

統
漁
法
を
親
子
で
学
ぶ 

伝 
第
４
回
親
子
体
験
学
習
「
火
振
り
漁
」 

と
足
早
く
敬
老
会 

ひ 
能
津
保
育
所
で
高
齢
者
交
流
会
 

　
９
月
５
日
（
金
）
、
能
津
保

育
所
で
高
齢
者
交
流
会
が
行

わ
れ
、
能
津
地
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
、
村
内
各
地
の
高
齢
者

の
方
々
約
40
人
が
参
加
し
、

園
児
達
と
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
園
児
た
ち
か
ら
手

作
り
の
色
紙
と
首
飾
り
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。 

　
出
し
物
で
は
、
毎
日
練
習

し
て
き
た
歌
や
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
。
一
生
懸
命
が
ん

ば
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
、

時
に
は
大
き
な
声
で
笑
っ
た

り
、
時
に
は
拍
手
を
送
っ
た

り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
職
員
の
出
し
物
で

は
、
村
長
も
飛
び
入
り
参
加

し
て
日
高
音
頭
を
仮
装
し
て

踊
り
ま
し
た
。 

  

昼
食
も
園
児
と
一
緒
に
と

り
ま
し
た
。 

　
毎
年
、
恒
例
と
な
っ
て
い

る
一
足
早
い
敬
老
会
は
、
子

ど
も
た
ち
と
接
す
る
時
間
も

多
い
こ
と
か
ら
心
待
ち
に
し

て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。 

　
８
月
30
日
（
土
）
、
長
畑

の
仁
淀
川
河
原
で
、
第
４

回
の
親
子
体
験
学
習
「
火

振
り
漁
」
が
村
内
外
か
ら

多
数
の
参
加
者
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
自
由
時
間
で
は
、
川
で

泳
い
で
遊
ん
だ
り
、
遊
覧

船
（
箱
ビ
ン
で
の
水
中
観
察
）

に
乗
っ
た
り
と
思
い
思
い

の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
竹
飯
と
鮎
の
塩
焼
き
作

り
は
、
担
当
者
の
指
導
の

も
と
、
竹
を
の
こ
ぎ
り
で

切
っ
た
り
、
な
た
で
割
っ

た
り
と
家
族
が
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
竹
飯
と
は
、
孟
宗
竹
の

一
節
間
に
お
米
と
水
を
入

れ
て
炊
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
本
当
に
炊

け
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
い

っ
た
不
安
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
実
際
炊
い
て
み
る
と
、

中
に
は
少
し
焦
げ
た
の
も

あ
り
ま
し
た
が
ほ
と
ん
ど

の
竹
飯
が
お
い
し
く
炊
け

ま
し
た
。 

　
日
没
後
、
「
火
振
り
漁
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
た
い

ま
つ
に
火
を
灯
し
、
漁
師

さ
ん
が
船
の
舳
先
で
た
い

ま
つ
を
振
り
、
子
ど
も
た

ち
は
懐
中
電
灯
を
手
に
水

中
を
照
ら
し
ま
し
た
。 

　
あ
ら
か
じ
め
仕
掛
け
て

い
た
網
を
取
り
込
み
竿
に

掛
け
て
魚
を
捕
り
ま
し
た
。

今
年
は
川
の
状
態
が
悪
く
、

昨
年
ほ
ど
の
大
漁
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一

人
３
匹
ほ
ど
が
お
土
産
と

し
て
参
加
者
に
配
ら
れ
ま

し
た
。 

　
夏
休
み
最
後
の
休
日
を

親
子
で
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。 

　
ま
た
、
能
津
地
区
の
皆

様
に
は
多
大
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
「
火
振
り
漁
」

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

生
児
童
委
員
さ
ん
大
活
躍
！ 

民 
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
で
「
流
し
そ
う
め
ん
」 

年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

壮 
９
月
大
会
開
催 

第１試合

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

下　分 ０ ０ ０ ０ ０ ０

加　茂 ２ ２ ２ １ × ７

第２試合

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

加　茂 ８ ０ ５ ３ ０ 16

下　分 １ ０ １ ２ ０ ４
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学校だより日高中学校日高中学校日高中学校
～夏本番～～水泳記録会～～コミュニケーション部が体育祭を取材～

各
色
の
応
援
団
長
に
一
言
聞
き

ま
し
た
。

各
組
の
み
ん
な
に
一
言
言
っ
て
く
だ
さ

い
。

紅��

組
　
　
団
長
　
森
下
　
強

み
ん
な
か
ら
や
る
気
が
出
て
き
て
い
る

の
で
、

120
％
の
力
を
出
し
て
が
ん
ば
れ
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
紅
組
の
士
気
を
盛

り
上
げ
て
思
い
出
に
残
る
体
育
祭
に
し

よ
う
。

　

白��

組
　
　
団
長
　
山
本
　
誠

３
年
生
に
と
っ
て
最
後
の
体
育
祭
に
な

る
の
で
、
気
合
を
入
れ
て
や
っ
て
い
き

た
い
！
　

１
、
２
年
生
よ
ろ
し
く
頼
む
ぞ
！

　
夏
休
み
中
か
ら
３
年
生
の
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
、
応
援
や
鳴
子
を

考
え
て
創
り
、
練
習
を
積
み
重
ね

て
き
ま
し
た
。
厳
し
い
残
暑
の
中
、

み
ん
な
が
汗
だ
く
に
な
っ
て
、
必

死
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
総
合
練
習
で
は
紅
組
が
勝
ち
ま

し
た
が
、
本
番
当
日
で
は
ど
ち
ら

が
勝
つ
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
伝
統
の
ク
ラ
ス
対
抗
の

長
縄
跳
び
で
は
、
ど
の
ク
ラ
ス
が

一
番
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
、
楽
し
み
で
す
。

各
色
の
鳴
子
リ
ー
ダ
ー
に
聞
き
ま
し
た
。 

ど
ん
な
こ
と
に
が
ん
ば
っ
て
鳴
子
を
踊
り
た
い
で

す
か
？

白��

組
　
　
和
田
　
麗
佳

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
最
初
は
な
か
な
か
で
き
な
か
っ

た
け
ど
、
練
習
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
み
ん
な
の

気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
番
当
日

は
観
客
の
人
を
見
て
、
笑
顔
で
踊
り
た
い
で
す
。

紅��

組
　
　
青
木
　
唯

私
た
ち
３
年
生
は
、
夏
休
み
中
か
ら
集
ま
っ

て
一
生
懸
命
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
本
番
当

日
は
、
ま
ち
が
っ
て
も
い
い
か
ら
笑
顔
で
、

大
き
な
動
き
で
踊
り
た
い
で
す
。

３
年
生
に
聞
き
ま
し
た
。 

ど
ん
な
体
育
祭
に
し
た
い
で
す
か
？

○
み
ん
な
で
盛
り
上
が
り
た
い

○
楽
し
く
思
い
出
に
残
る
、
燃
え
る
体
育
祭

○
笑
い
の
絶
え
な
い
体
育
祭

　
今
月
の
学
校
だ
よ
り
は
、
日
高

中
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部

の
皆
さ
ん
に
、
９
月
21
日
開
催
の

体
育
祭
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

取
材
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
僕
達
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
は
、

体
育
祭
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
３

年
生
や
応
援
団
長
、
鳴
子
リ
ー
ダ

ー
に
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

梶
原
　
航
　

高
橋
　
雄
一

小
谷
総
日
亜

畠
山
由
里
香

体育祭当日の様子

体育祭のテーマ

“完全燃焼”

 　本番は、見事紅組が優勝し、長縄跳びで、

一番飛んだクラスは２年Ａ組でした。
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団
長
　
森
下
　
強

み
ん
な
か
ら
や
る
気
が
出
て
き
て
い
る

の
で
、

120
％
の
力
を
出
し
て
が
ん
ば
れ
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
紅
組
の
士
気
を
盛

り
上
げ
て
思
い
出
に
残
る
体
育
祭
に
し

よ
う
。
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入
れ
て
や
っ
て
い
き

た
い
！
　

１
、
２
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シリーズ⑧ 

産廃住民投票
ひとり一人が主役です

【情報の公開】 

　施設の運転状況や環境監視測定（モニタリング）の結果などは積極的に情報を公開します｡  

　また、住民監視組織などによる立入り確認などもいつでも可能な施設とします。 

【受入れ廃棄物の検査】 

　エコサイクルセンターでは、事業者と事前に契約したうえで廃棄物を受入れします。  

また、受入れ時には、適宜廃棄物（医療系廃棄物以外）を広げて内容物を確認する展開検査を実施

するなど受入れ品目以外の廃棄物が搬入されることを防ぎます。 

【地　質】 

施設の設置を予定している場所は、硬い自然の擁壁（緑色岩）に蛇紋岩が囲まれた安定した地質構

造となっています。また、周辺に活断層はありませんので、地震に対しても安全です。 

【焼却施設】 

　焼却施設は炉内の最適な温度管理によりダイオキシン類の発生を抑制します。  

　また、次のような排ガス計画目標値を定めます｡ 

■排ガス基準  

 

廃棄物の適正な処理のために…

エコサイクルセンター基本設計 

エコサイクルセンターでは各施設の安全対策に最も重点をおいて基本設計を実施しました。 

今回はエコサイクルセンターの基本設計（概要）ができましたので、説明させていただきます。 

屋根付き管理型最終処分場 
（約11万m 3） 

天日乾燥施設 
（40㌧/日） 

焼却施設 
（50㌧/日） 

破砕選別施設 
（10㌧/日） 

浸出水処理施設 
・管理棟 
・環境研究施設 
・地域共同浴場 

：蛇紋岩 

：伊野層緑色岩 

エコサイクルセンター 

緑色岩 

緑色岩 

蛇紋岩 【管理型最終処分場】 

①管理型最終処分場は屋根付きとします｡ 

 

②浸出水は、処理施設で十分に浄化したあと、処

分場内での散水に循環して利用しますので、施

設の外へ放流しません｡ 

 

③しゃ水構造に何重もの安全対策を組み合わせま

す｡（図ｰ１） 

ばいじん（g/Nm3） 

硫黄酸化物（K値） 

窒素酸化物（ppm） 

塩化水素（mg/Nm3） 

ダイオキシン類（ng-TEQ/Nm3） 

排出基準値 

0.08 

17.5 

250 

700 

1

計画目標 

0.04以下 

17.5以下 

250以下 

250以下 

0.1以下 

（図－１しゃ水構造） 

２重しゃ水シート 

不織布（保護用） 

しゃ水シート 

不織布（保護用） 

しゃ水シート 

浸出水集配水管 

蛇紋岩層は非常に水を通しにくい岩質です 
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～最新技術に安全性確信～

高幡西部衛生施設組合 

｢クリーンセンター銀河｣｢クリーンセンター銀河｣
を視察研修��

屋根付最終処分場を見学 

日高村のさらなる発展はエコサイクルとともに 
～日高村振興策を紹介～ 

交流人口の拡大

地　元　対　策

最終処分場全景 

・
柱
谷
集
会
所
改
築
工
事 

・
村
道
柱
谷
南
線
整
備 

・
能
津
小
学
校
プ
ー
ル 

 

地
元
対
策
に
関
す
る
事
業 

・
県
道
庄
田
伊
野
線
整
備 

・
Ｊ
Ｒ
小
村
駅
整
備
（
新
設
） 

・
道
の
駅
整
備 

・
環
境
研
究
施
設
整
備 

・
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
、
研
修
室 

　
交
流
セ
ン
タ
ー
（
交
流
室
、
共
同
浴
場
） 

・
運
動
公
園
整
備
（
エ
コ
跡
地
利
用
） 

交
流
人
口
の
拡
大
に
関
す
る
事
業 

・
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備 

　
（
全
村
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
） 

・
西
田
地
区
村
営
住
宅
新
築
工
事 

・
学
童
保
育
事
業 

・
保
育
料
助
成
事
業 

若
者
定
住
に
関
す
る
事
業 

○
現
在
老
朽
化
の
著
し
い
柱
谷

集
会
所
を
改
築 

○
能
津
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
老

朽
化
が
著
し
く
現
在
水
漏
れ

が
起
こ
っ
て
い
る
う
え
、
20

ｍ
し
か
な
い
の
で
25
ｍ
の
プ

ー
ル
を
整
備 

○
日
下
駅
か
ら
波
川
駅
間
に
小

村
駅
を
新
設
す
る
こ
と
に
よ

り
、
小
村
地
区
周
辺
の
住
民

の
方
々
の
交
通
の
便
が
向
上

す
る
と
と
も
に
、
土
佐
二
ノ

宮
で
あ
る
小
村
神
社
へ
の
参

拝
客
も
見
込
ま
れ
ま
す
。 

○
施
設
跡
地
に
運
動
公
園
を
整

備 

イメージ（類似施設） 
JR小村駅　イメージ（類似施設） 

柱谷集会所　イメージ（類似施設） 

P
IC
K
　
U
P

P
IC
K
　
U
P

  

８
月

19
日
、
20
日
、
21
日
の

３
日
間
、
３
班
に
分
け
て
、
窪

川
町
に
あ
る
高
幡
西
部
衛
生
施

設
組
合 ｢

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

銀
河｣

を
延
べ
96
人
で
視
察
研

修
し
ま
し
た
。 

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
銀
河
は

窪
川
町
・
大
正
町
・
十
和
村
の

３
町
村
か
ら
な
る
一
般
廃
棄
物

の
処
理
施
設
組
合
で
す
。
屋
根

付
き
管
理
型
最
終
処
分
場
や
浸

出
水
を
高
度
処
理
し
施
設
内
で

再
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
等
、
日

高
村
で
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い

る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
と
類

似
す
る
個
所
が
多
い
こ
と
か
ら

こ
の
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。 

　
一
番
の
懸
案
事
項
で
あ
る
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
問
題
と
最
終
処

分
場
に
つ
い
て
銀
河
の
方
に
詳

し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
平
成
15
年
２
月
に
完
成
し
た

施
設
で
す
の
で
、
１
年
間
の
集

計
結
果
は
出
て
な
い
そ
う
で

す
が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に

つ
い
て
は
当
初
の
計
画
よ
り
低

い
数
値
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
と

力
強
く
答
え
て
い
ま
し
た
。 

　
屋
根
付
き
の
最
終
処
分
場

で
は
、
数
ヵ
月
分
の
灰
が
処

分
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
処
分
場

内
に
顔
を
入
れ
る
と
少
し
強
め

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
匂
い
が
し

ま
し
た
が
、
一
歩
外
に
出
る
と

匂
い
は
ま
っ
た
く
気
に
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
貯
留
部
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
、
不
織

布
で
上
下
に
保
護
さ
れ
た
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
遮
水
シ
ー
ト
を
敷
設

し
て
い
ま
す
。
底
面
遮
水
シ
ー

ト
に
は
電
気
式
漏
水
検
知
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
制
御
に
よ
る
24
時
間
の
監

視
を
お
こ
な
い
、
安
全
性
と
周

辺
環
境
に
配
慮
し
た
処
分
場
と

の
こ
と
で
す
。 

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
銀
河
は

窪
川
町
の
天
ノ
川
（
そ
ら
の
か

わ
）
に
あ
り
ま
す
。
読
み
方
を

変
え
れ
ば
（
あ
ま
の
が
わ
）
と

い
っ
た
こ
と
か
ら
「
銀
河
」
と

い
う
壮
大
で
神
秘
的
な
施
設
名

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
四
万
十
川
の
近
く
で
あ
る
こ

と
か
ら
自
然
環
境
へ
の
配
慮
が

随
所
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
森

林
に
囲
ま
れ
、
す
ぐ
近
く
に
小

川
が
流
れ
て
い
る
す
が
す
が
し

い
環
境
の
中
に
あ
る
施
設
で
し

た
。 

　
視
察
研
修
に
参
加
し
た
方
は
、

実
際
に
類
似
施
設
を
見
て
、

学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
安
全
で
あ

る
こ
と
を
確
信
し
た
。
日
高
の

施
設
も
銀
河
に
勝
る
と
も
劣
ら

な
い
他
県
に
誇
れ
る
施
設
に
し

て
ほ
し
い
と
感
想
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。 

　
な
お
、
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が

決
定
す
れ
ば
、
こ
の
振
興
策
と
は
別
に
、
仁
淀

川
へ
の
高
架
橋
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現在の能津小学校プール 

　９月14日から３巡目となる産業廃棄物処理施設設置に関する住民説明会が開催
されました。 
　初日の14日（日）には、昼の部に橋本高知県知事が、夜の部には吉良副知事が
来村しました。 
　橋本知事は、「産業廃棄物処理施設は、高知県の産業のために設置するもので、
施設の安全性については、説明を聞いていただければ必ず理解していただける。
住民投票の前にはひとりでも多くの方に説明会に足を運んでいただき自信を持っ
て投票していただきたい。」とあいさつしていました。 

最後の説明会開催中　10／14まで　橋本知事も来村 
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～最新技術に安全性確信～

高幡西部衛生施設組合 

｢クリーンセンター銀河｣｢クリーンセンター銀河｣
を視察研修��

屋根付最終処分場を見学 

日高村のさらなる発展はエコサイクルとともに 
～日高村振興策を紹介～ 

交流人口の拡大

地　元　対　策

最終処分場全景 

・
柱
谷
集
会
所
改
築
工
事 

・
村
道
柱
谷
南
線
整
備 

・
能
津
小
学
校
プ
ー
ル 

 

地
元
対
策
に
関
す
る
事
業 

・
県
道
庄
田
伊
野
線
整
備 

・
Ｊ
Ｒ
小
村
駅
整
備
（
新
設
） 

・
道
の
駅
整
備 

・
環
境
研
究
施
設
整
備 

・
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
、
研
修
室 

　
交
流
セ
ン
タ
ー
（
交
流
室
、
共
同
浴
場
） 

・
運
動
公
園
整
備
（
エ
コ
跡
地
利
用
） 

交
流
人
口
の
拡
大
に
関
す
る
事
業 

・
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備 

　
（
全
村
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
） 

・
西
田
地
区
村
営
住
宅
新
築
工
事 

・
学
童
保
育
事
業 

・
保
育
料
助
成
事
業 

若
者
定
住
に
関
す
る
事
業 

○
現
在
老
朽
化
の
著
し
い
柱
谷

集
会
所
を
改
築 

○
能
津
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
老

朽
化
が
著
し
く
現
在
水
漏
れ

が
起
こ
っ
て
い
る
う
え
、
20

ｍ
し
か
な
い
の
で
25
ｍ
の
プ

ー
ル
を
整
備 

○
日
下
駅
か
ら
波
川
駅
間
に
小

村
駅
を
新
設
す
る
こ
と
に
よ

り
、
小
村
地
区
周
辺
の
住
民

の
方
々
の
交
通
の
便
が
向
上

す
る
と
と
も
に
、
土
佐
二
ノ

宮
で
あ
る
小
村
神
社
へ
の
参

拝
客
も
見
込
ま
れ
ま
す
。 

○
施
設
跡
地
に
運
動
公
園
を
整

備 

イメージ（類似施設） 
JR小村駅　イメージ（類似施設） 

柱谷集会所　イメージ（類似施設） 

P
IC
K
　
U
P

P
IC
K
　
U
P

  

８
月

19
日
、
20
日
、
21
日
の

３
日
間
、
３
班
に
分
け
て
、
窪

川
町
に
あ
る
高
幡
西
部
衛
生
施

設
組
合 ｢

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

銀
河｣

を
延
べ
96
人
で
視
察
研

修
し
ま
し
た
。 

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
銀
河
は

窪
川
町
・
大
正
町
・
十
和
村
の

３
町
村
か
ら
な
る
一
般
廃
棄
物

の
処
理
施
設
組
合
で
す
。
屋
根

付
き
管
理
型
最
終
処
分
場
や
浸

出
水
を
高
度
処
理
し
施
設
内
で

再
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
等
、
日

高
村
で
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い

る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
と
類

似
す
る
個
所
が
多
い
こ
と
か
ら

こ
の
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。 

　
一
番
の
懸
案
事
項
で
あ
る
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
問
題
と
最
終
処

分
場
に
つ
い
て
銀
河
の
方
に
詳

し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
平
成
15
年
２
月
に
完
成
し
た

施
設
で
す
の
で
、
１
年
間
の
集

計
結
果
は
出
て
な
い
そ
う
で

す
が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に

つ
い
て
は
当
初
の
計
画
よ
り
低

い
数
値
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
と

力
強
く
答
え
て
い
ま
し
た
。 

　
屋
根
付
き
の
最
終
処
分
場

で
は
、
数
ヵ
月
分
の
灰
が
処

分
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
処
分
場

内
に
顔
を
入
れ
る
と
少
し
強
め

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
匂
い
が
し

ま
し
た
が
、
一
歩
外
に
出
る
と

匂
い
は
ま
っ
た
く
気
に
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
貯
留
部
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
、
不
織

布
で
上
下
に
保
護
さ
れ
た
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
遮
水
シ
ー
ト
を
敷
設

し
て
い
ま
す
。
底
面
遮
水
シ
ー

ト
に
は
電
気
式
漏
水
検
知
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
制
御
に
よ
る
24
時
間
の
監

視
を
お
こ
な
い
、
安
全
性
と
周

辺
環
境
に
配
慮
し
た
処
分
場
と

の
こ
と
で
す
。 

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
銀
河
は

窪
川
町
の
天
ノ
川
（
そ
ら
の
か

わ
）
に
あ
り
ま
す
。
読
み
方
を

変
え
れ
ば
（
あ
ま
の
が
わ
）
と

い
っ
た
こ
と
か
ら
「
銀
河
」
と

い
う
壮
大
で
神
秘
的
な
施
設
名

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
四
万
十
川
の
近
く
で
あ
る
こ

と
か
ら
自
然
環
境
へ
の
配
慮
が

随
所
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
森

林
に
囲
ま
れ
、
す
ぐ
近
く
に
小

川
が
流
れ
て
い
る
す
が
す
が
し

い
環
境
の
中
に
あ
る
施
設
で
し

た
。 

　
視
察
研
修
に
参
加
し
た
方
は
、

実
際
に
類
似
施
設
を
見
て
、

学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
安
全
で
あ

る
こ
と
を
確
信
し
た
。
日
高
の

施
設
も
銀
河
に
勝
る
と
も
劣
ら

な
い
他
県
に
誇
れ
る
施
設
に
し

て
ほ
し
い
と
感
想
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。 

　
な
お
、
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が

決
定
す
れ
ば
、
こ
の
振
興
策
と
は
別
に
、
仁
淀

川
へ
の
高
架
橋
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現在の能津小学校プール 

　９月14日から３巡目となる産業廃棄物処理施設設置に関する住民説明会が開催
されました。 
　初日の14日（日）には、昼の部に橋本高知県知事が、夜の部には吉良副知事が
来村しました。 
　橋本知事は、「産業廃棄物処理施設は、高知県の産業のために設置するもので、
施設の安全性については、説明を聞いていただければ必ず理解していただける。
住民投票の前にはひとりでも多くの方に説明会に足を運んでいただき自信を持っ
て投票していただきたい。」とあいさつしていました。 

最後の説明会開催中　10／14まで　橋本知事も来村 
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若者定住に関する事業

○
　
２
０
１
１
年
に
は
現
在
の
放
送
（
ア

ナ
ロ
グ
放
送
）
は
終
了
し
、
テ
レ
ビ
放

送
は
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
な
る
計

画
で
す
。 

　
　
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
高
画
質
、
高
音

質
で
す
が
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
は
電
波

が
異
な
っ
て
お
り
、
山
岳
に
隣
接
す
る

地
域
で
は
電
波
が
良
好
に
受
信
で
き
ず
、

難
視
聴
地
域
が
ア
ナ
ロ
グ
放
送
時
よ
り

増
加
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
も
対
応
し
、
難
視
聴
に
な
る
こ

と
も
な
く
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
も
現
在
の

５
チ
ャ
ン
ネ
ル
よ
り
大
幅
に
増
え
有
料

の
Ｃ
Ｓ
放
送
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
常
時
接
続
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
容
量
の
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
安
定

し
た
デ
ー
タ
伝
送
を
通
じ
て
村
か
ら
全

世
界
の
情
報
発
信
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
（
村
内
電
話
代
無
料
）
も
使

用
可
能
に
な
り
ま
す
。 

　
　
防
災
対
策
と
し
て
、
監
視
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
仁
淀

川
、
神
母
樋
門
の
水
位
、
日
下
川
放
水

ト
ン
ネ
ル
呑
み
口
状
況
な
ど
を
家
庭
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
災

害
に
も
強
い
安
心
な
む
ら
づ
く
り
が
で

き
ま
す
。 

　
　
ま
た
、
村
独
自
の
テ
レ
ビ
放
送
が
で

き
る
た
め
、
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
稼
動
状
況
や
議
会
中
継
な
ど
も
可
能

に
な
り
ま
す
。 

10 月26 日（日）は

あなたの一票で日高村の未来が変わります あなたの一票で日高村の未来が変わります 

投票日に投票に行けない方 

仕事や、やむを得ない用務、または旅行やお出かけのため投票日当日に投票できない方は、

不在者投票ができます。期間は、10月16日（木）～10月25日（土）まで（午前８時30分か

ら午後８時まで）です。不在者投票の投票場所は、役場１階待合所です。 

 

その他 

入場券配布、投票日の投票場所等は普段の選挙と同じです。 

お問い合わせは、日高村選挙管理委員会（２４－５１１１） 

●投票の方式● 

　産廃施設の設置に賛成す

る方は、投票用紙の賛成欄

に○を、反対する方は投票

用紙の反対欄に○の記号を

記載してください。 

　○以外の記号（×の記号

も含む）の事項を記載した

り、○の記号を複数の選択

欄に記載したり、白紙投票

などは無効投票となります。 

日高村における産業廃棄物処理施設 

設置についての住民投票 

賛成 反対 

高
知
県
高
岡
郡 

日
高
村
之
印 

投票時間は午前７時～午後６時まで 
(鴨地地区は午後５時まで） 

です住民投票の投票日住民投票の投票日住民投票の投票日

　
振
興
策
に
つ
い
て
は
、
県
と
の
折
衝
の
結
果
、
11
ペ

ー
ジ
に
記
載
し
て
い
る
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
施
設

の
概
要
、
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
９
、
10
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
て
い
ま
す
し
、
本
年
３
月
号
よ
り
「
産
廃
住
民
投

票
」
と
題
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
２
月

よ
り
、
村
内
全
域
を
３
回
に
わ
た
っ
て
住
民
説
明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
（
現
在
３
回
目
を
開
催
中
。
９
月

14
日
〜
10
月
14
日
ま
で
） 

　
し
か
し
、
過
去
２
回
の
説
明
会
で
の
出
席
率
は
、
平

均
７
�・
８
％
（
有
権
者
に
対
す
る
率
）
と
低
く
、
有
権

者
全
員
の
方
に
施
設
の
必
要
性
、
安
全
性
、
振
興
策
の

内
容
等
が
十
分
理
解
さ
れ
る
か
ど
う
か
疑
問
が
持
た
れ

て
い
ま
す
。 

　
昨
今
、
住
民
投
票
は
、
全
国
的
に
盛
ん
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
直
接
住
民
が
重
要
事
項
を
決
定

で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
重
要
事
項

決
定
の
際
、
十
分
な
理
解
が
な
さ
れ
る
前
に
、
ま
ち
が

っ
た
情
報
を
信
じ
て
し
ま
っ
た
り
、
感
情
的
な
投
票
を

し
て
し
ま
う
危
険
性
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ど
ち
ら
に
投
票
す
る
の
か
は
個
人
の
責
任
に
お
い
て

自
由
で
す
。
し
か
し
、
村
の
将
来
を
左
右
す
る
大
切
な

住
民
投
票
で
す
か
ら
、
ま
ず
、
説
明
に
耳
を
傾
け
た
上

で
判
断
し
、
投
票
を
し
て
こ
そ
真
の
住
民
投
票
と
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
な
お
、
10
月
14
日
ま
で
、
各
地
に
お
い
て
施
設
概
要
、

振
興
策
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
住

民
投
票
に
向
け
て
の
最
後
の
説
明
会
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご

出
席
く
だ
さ
い
（
日
程
表
を
チ
ラ
シ
に
て
配
布
）。
一

人
ひ
と
り
が
真
の
主
役
と
な
る
た
め
に
。 

能津保育所での敬老会 イメージ（類似施設） 

 

○
学
童
保
育
事
業 

 

○
保
育
料
助
成
事
業 

    　
安
心
し
て
子
育
て
出
来
る 

　
　
環
境
づ
く
り
支
援 

○
西
田
地
区
村
営
住
宅
新
築
工
事 

み�

ほ�

ん

１．日高村能津（本村）地区に計画されている産業廃棄物処理

施設の設置について賛成の人は賛成の欄に、反対の人は反

対の欄に○を書くこと 

２．○のほかは、何も書かないこと 
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若者定住に関する事業

○
　
２
０
１
１
年
に
は
現
在
の
放
送
（
ア

ナ
ロ
グ
放
送
）
は
終
了
し
、
テ
レ
ビ
放

送
は
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
な
る
計

画
で
す
。 

　
　
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
高
画
質
、
高
音

質
で
す
が
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
は
電
波

が
異
な
っ
て
お
り
、
山
岳
に
隣
接
す
る

地
域
で
は
電
波
が
良
好
に
受
信
で
き
ず
、

難
視
聴
地
域
が
ア
ナ
ロ
グ
放
送
時
よ
り

増
加
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
も
対
応
し
、
難
視
聴
に
な
る
こ

と
も
な
く
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
も
現
在
の

５
チ
ャ
ン
ネ
ル
よ
り
大
幅
に
増
え
有
料

の
Ｃ
Ｓ
放
送
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
常
時
接
続
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
容
量
の
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
安
定

し
た
デ
ー
タ
伝
送
を
通
じ
て
村
か
ら
全

世
界
の
情
報
発
信
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
（
村
内
電
話
代
無
料
）
も
使

用
可
能
に
な
り
ま
す
。 

　
　
防
災
対
策
と
し
て
、
監
視
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
仁
淀

川
、
神
母
樋
門
の
水
位
、
日
下
川
放
水

ト
ン
ネ
ル
呑
み
口
状
況
な
ど
を
家
庭
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
災

害
に
も
強
い
安
心
な
む
ら
づ
く
り
が
で

き
ま
す
。 

　
　
ま
た
、
村
独
自
の
テ
レ
ビ
放
送
が
で

き
る
た
め
、
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
稼
動
状
況
や
議
会
中
継
な
ど
も
可
能

に
な
り
ま
す
。 

10 月26 日（日）は

あなたの一票で日高村の未来が変わります あなたの一票で日高村の未来が変わります 

投票日に投票に行けない方 

仕事や、やむを得ない用務、または旅行やお出かけのため投票日当日に投票できない方は、

不在者投票ができます。期間は、10月16日（木）～10月25日（土）まで（午前８時30分か

ら午後８時まで）です。不在者投票の投票場所は、役場１階待合所です。 

 

その他 

入場券配布、投票日の投票場所等は普段の選挙と同じです。 

お問い合わせは、日高村選挙管理委員会（２４－５１１１） 

●投票の方式● 

　産廃施設の設置に賛成す

る方は、投票用紙の賛成欄

に○を、反対する方は投票

用紙の反対欄に○の記号を

記載してください。 

　○以外の記号（×の記号

も含む）の事項を記載した

り、○の記号を複数の選択

欄に記載したり、白紙投票

などは無効投票となります。 

日高村における産業廃棄物処理施設 

設置についての住民投票 

賛成 反対 

高
知
県
高
岡
郡 

日
高
村
之
印 

投票時間は午前７時～午後６時まで 
(鴨地地区は午後５時まで） 

です住民投票の投票日住民投票の投票日住民投票の投票日

　
振
興
策
に
つ
い
て
は
、
県
と
の
折
衝
の
結
果
、
11
ペ

ー
ジ
に
記
載
し
て
い
る
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
施
設

の
概
要
、
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
９
、
10
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
て
い
ま
す
し
、
本
年
３
月
号
よ
り
「
産
廃
住
民
投

票
」
と
題
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
２
月

よ
り
、
村
内
全
域
を
３
回
に
わ
た
っ
て
住
民
説
明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
（
現
在
３
回
目
を
開
催
中
。
９
月

14
日
〜
10
月
14
日
ま
で
） 

　
し
か
し
、
過
去
２
回
の
説
明
会
で
の
出
席
率
は
、
平

均
７
�
８
％
（
有
権
者
に
対
す
る
率
）
と
低
く
、
有
権

者
全
員
の
方
に
施
設
の
必
要
性
、
安
全
性
、
振
興
策
の

内
容
等
が
十
分
理
解
さ
れ
る
か
ど
う
か
疑
問
が
持
た
れ

て
い
ま
す
。 

　
昨
今
、
住
民
投
票
は
、
全
国
的
に
盛
ん
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
直
接
住
民
が
重
要
事
項
を
決
定

で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
重
要
事
項

決
定
の
際
、
十
分
な
理
解
が
な
さ
れ
る
前
に
、
ま
ち
が

っ
た
情
報
を
信
じ
て
し
ま
っ
た
り
、
感
情
的
な
投
票
を

し
て
し
ま
う
危
険
性
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ど
ち
ら
に
投
票
す
る
の
か
は
個
人
の
責
任
に
お
い
て

自
由
で
す
。
し
か
し
、
村
の
将
来
を
左
右
す
る
大
切
な

住
民
投
票
で
す
か
ら
、
ま
ず
、
説
明
に
耳
を
傾
け
た
上

で
判
断
し
、
投
票
を
し
て
こ
そ
真
の
住
民
投
票
と
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
な
お
、
10
月
14
日
ま
で
、
各
地
に
お
い
て
施
設
概
要
、

振
興
策
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
住

民
投
票
に
向
け
て
の
最
後
の
説
明
会
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご

出
席
く
だ
さ
い
（
日
程
表
を
チ
ラ
シ
に
て
配
布
）。
一

人
ひ
と
り
が
真
の
主
役
と
な
る
た
め
に
。 

能津保育所での敬老会 イメージ（類似施設） 

 

○
学
童
保
育
事
業 

 

○
保
育
料
助
成
事
業 

    　
安
心
し
て
子
育
て
出
来
る 

　
　
環
境
づ
く
り
支
援 

○
西
田
地
区
村
営
住
宅
新
築
工
事 

み�
ほ�
ん

１．日高村能津（本村）地区に計画されている産業廃棄物処理

施設の設置について賛成の人は賛成の欄に、反対の人は反

対の欄に○を書くこと 

２．○のほかは、何も書かないこと 
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年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
届
出
し
ま
し
ょ
う
。

現
況
届
の
提
出
は
忘
れ
ず
に

短
期
在
留
外
国
人
に
は
脱
退
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
届
出
し
ま
し
ょ
う
。

現
況
届
の
提
出
は
忘
れ
ず
に

短
期
在
留
外
国
人
に
は
脱
退
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
届
出
し
ま
し
ょ
う
。

現
況
届
の
提
出
は
忘
れ
ず
に

短
期
在
留
外
国
人
に
は
脱
退
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

 
税務課－国民年金－ 

お問い合わせは  24－5112

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
遺
族
の
方
な
ど
が

「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」（
死
亡
届
）
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

○
死
亡
届
の
提
出
先
、
提
出
期
限 

　
　
● 

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
者
…
14
日
以
内
に
社
会
保
険
事
務
所
へ 

　
　
● 
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
、
寡
婦
年
金
な
ど
の
受
給
者
… 

14
日
以
内
に
市
町
村
役
場
へ 

　
　
● 

厚
生
年
金
の
受
給
者
…
10
日
以
内
に
社
会
保
険
事
務
所
へ 

※
原
則
的
に
は
右
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
状
況
に
応

じ
て
、
役
場
税
務
課
で
受
付
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
添
付
書
類
は
、
年
金
証
書
、
受
給
権
者
の
死
亡
を
証
明
で
き
る
書
類

（
戸
籍
抄
本
・
死
亡
診
断
書
な
ど
）
で
す
。 

※
死
亡
届
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
を
多
く
受
け
取
り
す
ぎ
て
、
後
で

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

　
ま
た
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
死
亡
し
た
方
に

支
払
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
が
残
っ
て
い
る
場
合
、
遺
族
の
方
に
そ

の
分
の
年
金
（
未
支
給
年
金
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。「
未
支
給
年
金
保
険

給
付
請
求
書
」
に
、
戸
籍
謄
本
、
年
金
を
受
け
て
い
た
方
と
請
求
者
が
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
を
添
え
て
、
社
会
保
険
事
務

所
ま
た
は
市
町
村
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
未
支
給
年
金
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
遺
族
の
方
は
、
年
金
を
受
け
て

い
た
方
の
死
亡
当
時
、
そ
の
方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
で
す
。
未
支
給
年
金
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
順
位
も
こ
の
と
お
り
で
す
。 

 

　
詳
し
く
は
、
高
知
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
（
０
８
８
―
８
８
５
―
１
２
３

０
）、
各
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　「
現
況
届
」
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
１
回
誕
生
月
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す

（
※
年
金
を
受
け
は
じ
め
て
最
初
の
誕
生
日
に
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
）。
現
況
届
は
、
誕
生
月
の
初
め
に
送
付
さ
れ
、
誕
生
月
の
末
ま
で

に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
届
く
よ
う
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限

を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
年
金
の
支
払
い
が
差
し
止
め
と
な
り
、

年
金
の
支
払
再
開
ま
で
、
提
出
か
ら
１
〜
２
ケ
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
必
要
事
項
の
記
入
洩
れ
が
あ
っ
た
場
合
、
現
況
届
が
返
戻
さ
れ
年
金
が

一
時
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
洩
れ
が
な
い
か
ど
う
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。 

   

　
外
国
人
登
録
を
行
っ
た
方
で
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
期
間
及
び
保
険

料
免
除
期
間
の
合
計
が
25
年
以
上
必
要
で
す
が
、
こ
の
期
間
を
満
た
さ
な

い
ま
ま
帰
国
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
保
険

の
加
入
（
納
付
）
期
間
が
６
ケ
月
以
上
あ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
の
な
い
外
国
人
の
方
は
、
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
、
日
本
国
内
に

住
所
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
２
年
以
内
に
請
求
す
る
と
、
脱
退
一
時
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

◎
国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
。 

　
期
限
内
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は
、
便
利
で
確
実
な 

『
口
座
振
替
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

パートタイム労働ガイダンスのご案内 

パートタイムでこれから働きたい方、働いている方を対象にパートタイマーの税金・社会保険・法律等の 

情報を提供します。個別相談もあります。皆様のご参加をお待ちしています！　　　＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊ 

高　知　会　場 伊　野　会　場 高　知　会　場 

と　き：平成15年10月23日（木）

　　　　13：30～15：30 

ところ：ハローワークプラザはりまや３Ｆ

　　　　高知市はりまや町デンテツターミナルビル 

定　員：25名（先着順） 

参加費：無　料

主　催：（財）21世紀職業財団高知事務所 

伊　野　会　場 

と　き：平成15年11月７日（金）

　　　　13：30～15：30 

ところ：ハローワーク伊野２Ｆ会議室

定　員：30名（先着順） 

参加費：無　料

主　催：（財）21世紀職業財団高知事務所 

　　　　伊野公共職業安定所 

お申し込み・お問い合わせ先 

財団法人21世紀職業財団　高知事務所
〒780－0834　高知市堺町2－26　高知中央第一生命ビル6Ｆ 
TEL　088－823－2667　　　FAX　088－823－2540
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年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
届
出
し
ま
し
ょ
う
。

現
況
届
の
提
出
は
忘
れ
ず
に

短
期
在
留
外
国
人
に
は
脱
退
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
届
出
し
ま
し
ょ
う
。

現
況
届
の
提
出
は
忘
れ
ず
に

短
期
在
留
外
国
人
に
は
脱
退
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
届
出
し
ま
し
ょ
う
。

現
況
届
の
提
出
は
忘
れ
ず
に

短
期
在
留
外
国
人
に
は
脱
退
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

 
税務課－国民年金－ 

お問い合わせは  24－5112

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
遺
族
の
方
な
ど
が

「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」（
死
亡
届
）
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

○
死
亡
届
の
提
出
先
、
提
出
期
限 

　
　
● 

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
者
…
14
日
以
内
に
社
会
保
険
事
務
所
へ 

　
　
● 

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
、
寡
婦
年
金
な
ど
の
受
給
者
… 

14
日
以
内
に
市
町
村
役
場
へ 

　
　
● 

厚
生
年
金
の
受
給
者
…
10
日
以
内
に
社
会
保
険
事
務
所
へ 

※
原
則
的
に
は
右
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
状
況
に
応

じ
て
、
役
場
税
務
課
で
受
付
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
添
付
書
類
は
、
年
金
証
書
、
受
給
権
者
の
死
亡
を
証
明
で
き
る
書
類

（
戸
籍
抄
本
・
死
亡
診
断
書
な
ど
）
で
す
。 

※
死
亡
届
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
を
多
く
受
け
取
り
す
ぎ
て
、
後
で

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

　
ま
た
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
死
亡
し
た
方
に

支
払
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
が
残
っ
て
い
る
場
合
、
遺
族
の
方
に
そ

の
分
の
年
金
（
未
支
給
年
金
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。「
未
支
給
年
金
保
険

給
付
請
求
書
」
に
、
戸
籍
謄
本
、
年
金
を
受
け
て
い
た
方
と
請
求
者
が
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
を
添
え
て
、
社
会
保
険
事
務

所
ま
た
は
市
町
村
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
未
支
給
年
金
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
遺
族
の
方
は
、
年
金
を
受
け
て

い
た
方
の
死
亡
当
時
、
そ
の
方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
で
す
。
未
支
給
年
金
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
順
位
も
こ
の
と
お
り
で
す
。 

 

　
詳
し
く
は
、
高
知
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
（
０
８
８
―
８
８
５
―
１
２
３

０
）、
各
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　「
現
況
届
」
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
１
回
誕
生
月
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す

（
※
年
金
を
受
け
は
じ
め
て
最
初
の
誕
生
日
に
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
）。
現
況
届
は
、
誕
生
月
の
初
め
に
送
付
さ
れ
、
誕
生
月
の
末
ま
で

に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
届
く
よ
う
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限

を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
年
金
の
支
払
い
が
差
し
止
め
と
な
り
、

年
金
の
支
払
再
開
ま
で
、
提
出
か
ら
１
〜
２
ケ
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
必
要
事
項
の
記
入
洩
れ
が
あ
っ
た
場
合
、
現
況
届
が
返
戻
さ
れ
年
金
が

一
時
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
洩
れ
が
な
い
か
ど
う
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。 

   

　
外
国
人
登
録
を
行
っ
た
方
で
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
期
間
及
び
保
険

料
免
除
期
間
の
合
計
が
25
年
以
上
必
要
で
す
が
、
こ
の
期
間
を
満
た
さ
な

い
ま
ま
帰
国
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
保
険

の
加
入
（
納
付
）
期
間
が
６
ケ
月
以
上
あ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
の
な
い
外
国
人
の
方
は
、
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
、
日
本
国
内
に

住
所
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
２
年
以
内
に
請
求
す
る
と
、
脱
退
一
時
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

◎
国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
。 

　
期
限
内
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は
、
便
利
で
確
実
な 

『
口
座
振
替
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

パートタイム労働ガイダンスのご案内 

パートタイムでこれから働きたい方、働いている方を対象にパートタイマーの税金・社会保険・法律等の 

情報を提供します。個別相談もあります。皆様のご参加をお待ちしています！　　　＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊ 

高　知　会　場 伊　野　会　場 高　知　会　場 

と　き：平成15年10月23日（木）

　　　　13：30～15：30 

ところ：ハローワークプラザはりまや３Ｆ

　　　　高知市はりまや町デンテツターミナルビル 

定　員：25名（先着順） 

参加費：無　料

主　催：（財）21世紀職業財団高知事務所 

伊　野　会　場 

と　き：平成15年11月７日（金）

　　　　13：30～15：30 

ところ：ハローワーク伊野２Ｆ会議室

定　員：30名（先着順） 

参加費：無　料

主　催：（財）21世紀職業財団高知事務所 

　　　　伊野公共職業安定所 

お申し込み・お問い合わせ先 

財団法人21世紀職業財団　高知事務所
〒780－0834　高知市堺町2－26　高知中央第一生命ビル6Ｆ 
TEL　088－823－2667　　　FAX　088－823－2540

　
今
月
か
ら
は
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、「
薬

の
正
し
い
使
い
方
」
に
つ
い
て
何
回
か
に
分
け

て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
１
　
薬
は
水
な
し
で
飲
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
か
？

Ａ
　
薬
が
吸
収
さ
れ
る
た
め
に
は
、
薬
が
溶
け

た
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

水
が
な
け
れ
ば
溶
け
に
く
い
の
で
、
吸
収

が
遅
れ
、
効
果
も
あ
ら
わ
れ
に
く
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
溶

け
ず
に
そ
の
ま
ま
便
と
い
っ
し
ょ
に
外

へ
出
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
水
に

は
、
飲
み
や
す
く
す
る
と
い
う
役
目
も
あ

り
、
錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
剤
を
水
な
し
で
飲

む
と
、
食
道
に
引
っ
か
か
っ
た
り
、
く
っ

つ
い
た
り
し
て
、
そ
の
場
で
溶
け
出
し
て

し
ま
い
、
食
道
潰
瘍
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
粉
薬
な
ど
は
、
気
管
か
ら
肺
に

入
っ
て
し
ま
い
、
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
　
こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
、
コ
ッ
プ
１
杯
（
150
〜
180
㎖
）
程
度
の

水
ま
た
は
ぬ
る
ま
湯
で
飲
む
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
薬
の
効
果
に
影
響
が
出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
茶
や
ジ
ュ
ー
ス

で
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２
　
薬
の
飲
み
方
に
は
食
前
や
食
後
な
ど
の

指
示
が
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
？

Ａ
　
薬
の
服
用
時
間
は
、
通
常
食
事
に
合
わ
せ

て
決
め
ら
れ
て
お
り
、「
食
前
」「
食
後
」「
食

間
」
な
ど
と
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
薬
の
効
果
や

副
作
用
の
発
生
に
食
事
が
影
響
す
る
か
ら

で
す
。
ま
た
、
飲
み
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
で

も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
３
　
朝
食
は
い
つ
も
食
べ
な
い
の
で
、
１
日

３
回
食
後
に
服
用
す
る
薬
を
１
日
２
回
に

し
て
も
良
い
で
す
か
？

Ａ
　
服
用
回
数
は
、
そ
の
薬
が
最
大
の
効
果
を

発
揮
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
回
数
を
減
ら
す
と
１
日
の
必
要

量
が
不
足
し
、
期
待
し
た
効
果
を
得
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
食
後
服
用
の
薬
は
、
空
腹
時
だ
と

胃
を
荒
ら
し
た
り
、
吸
収
の
悪
い
も
の
が

あ
る
の
で
、
パ
ン
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
を

お
腹
に
入
れ
て
か
ら
飲
む
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ
４
　
薬
を
飲
み
忘
れ
た
時
は
、
次
回
に
ま
と

め
て
飲
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
か
？

Ａ
　
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
も
ち
が
い
ま
す
が
、

通
常
は
気
が
付
い
た
ら
す
ぐ
飲
む
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
次
に
飲
む
時

間
が
迫
っ
て
い
る
場
合
は
、
１
回
分
抜
い

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
く
れ
ぐ
れ
も
次
の

時
間
に
２
回
分
を
ま
と
め
て
飲
む
こ
と
は

や
め
て
く
だ
さ
い
。
薬
に
よ
っ
て
は
量
が

多
過
ぎ
て
副
作
用
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

Ｑ
５
　
錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
剤
な
ど
は
、
砕
い
た

り
カ
プ
セ
ル
の
中
身
を
出
し
た
り
し
て
飲

ん
で
も
良
い
で
す
か
？

Ａ
　
錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
剤
は
、
飲
む
量
が
正
確

に
取
れ
る
、
持
ち
運
び
に
便
利
、
飲
み
や

す
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

薬
の
な
か
に
は
そ
れ
自
体
が
に
が
か
っ
た

り
、
に
お
い
や
刺
激
の
強
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
薬
を
飲
み
や
す
く
す

る
た
め
に
、
錠
剤
の
表
面
を
甘
く
し
た
り
、

カ
プ
セ
ル
の
中
に
と
じ
込
め
た
り
し
て
い

ま
す
。

　
　
こ
の
ほ
か
、
薬
が
腸
で
吸
収
さ
れ
る
よ
う

に
工
夫
し
た
も
の
や
、
長
時
間
に
わ
た
っ

て
効
果
を
持
続
さ
せ
る
た
め
、
成
分
が
少

し
ず
つ
溶
け
出
す
よ
う
に
工
夫
し
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
薬
を
飲
む
時

は
、
む
や
み
に
砕
い
た
り
、
カ
プ
セ
ル
の

中
身
を
取
り
出
し
た
り
、
か
ん
で
小
さ
く

し
た
り
す
る
の
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。



─広報ひだか10月号─　（16）

　あいさつ運動や村のイベント、保育園や学校の行事を地域ぐるみでもり上げていくには、大人どうしの出会い、

つながりが大事です。今回のテーマは、大人どうしが出会える場づくりです。 

新しい行事や取り組みについては、次回までに具体策を考えてくることになっています。 

次回は11月６日です。ご意見、ご感想があれば、教育委員会までお願いします。（担当　武田） 

地域教育だより
日高村教育委員会

まずは大人がつながろう！まずは大人がつながろう！まずは大人がつながろう！
第３回　地域教育推進協議会（９/９）より

地域教育コーディネーター
（大人が出会える場づくり案） 

地域の教育力を高めるために  
あなたの力を発揮してみませんか？ 

　10月から２月までの夜間と休日の 

５回シリーズで養成講座を開催します。 

　無料で野外活動指導法や応急手当法、 

デジカメ撮影法から保存の仕方、イベン 

トの企画等、素敵なことが学べますよ ! 

　定員20名（先着順） 

　集めた本は、保育園･学校･郵便局･病院などに置き、子どもたちが
自由に利用できるようにします。本を寄贈していただける方は、 

お問い合わせ　24－5115

絵本リサイクル運動（10/20�まで）
家庭で眠っている子ども向けの本を 

日高村と近隣の市町村の子どもたちに！ 

コスモス文庫（20－1533）または教育委員会まで。

記念イベント　木村裕一さん（絵本作家）講演
１１月１５日（土）

吾北山村開発センター（13：00～） 
春野ピアステージ　　（19：00～） 
（入場無料） 

地域ぐるみの教育のためには、

The  Human  Rights

人
権
新
聞

第７号
2003.10

発　行 

教育委員会 

－「あらしのよるに」のひみつ －

地域の方が愛校作業を手伝って 

くれました。学校にもっと地域 

の人を受け入れたいですね。 

日高養護学校が 

よさこい踊りに 

出たように日高 

村でのチームは 

できんろうか？ 

広報ひだかに大人のサー 

クル活動を紹介したら、 

出会える場がひろがる。 

文化教室ができる施設も 

ほしいね。 

学校の空き教 

室を利用して 

保護者や地域 

の人で何かで 

きんろうか？ 

年令に関係なく 

集まる一斉清掃 

など、地区ごと 

の集まりも大事 

にしたい。 

特技のある達人 

に学ぶ「大人の 

教室」があれば 

いいのに。 

魅力ある青年団活動 

も期待したいよ！ 

いろんな種目ができる総合ス 
ポーツ大会をやってみたい。 

運動会など大きな行事を利用して、 

お互いに声をかけあって、ＰＴＡ 

の活動を活発にしたいね！ 

囲碁や将棋などの文化部の大会もお 

もしろいのでは。三世代交流ゲート 

ボール大会なんかもできないかな？ 

﹁
女
性
問
題･

中
巻
﹂

﹁
女
性
問
題･

中
巻
﹂

﹁
女
性
問
題･

中
巻
﹂

﹁
女
性
問
題･

中
巻
﹂

内
な
る
力
を
発
揮

す
る
こ
と

　
女
性
が
政
治
・
経
済
・

社
会
・
家
庭
な
ど
あ
ら

ゆ
る
場
で
、
自
分
た
ち

で
考
え
、
自
分
た
ち
で

行
動
で
き
る
よ
う
、
力

を
発
揮
す
る
こ
と
。 

　
意
志
決
定
へ
の
参
画

や
、
経
済
的
な
自
立
な

ど
。 

積
極
的
な
、
差
別

の
解
消
に
む
け
た

取
り
組
み

　
教
育
や
雇
用
機
会
な

ど
を
一
定
の
割
合
で
優

先
的
に
取
り
扱
う
こ
と

な
ど
、
形
式
的
な
平
等

よ
り
も
実
質
的
な
平
等

を
め
ざ
す
た
め
の
積
極

的
な
取
り
組
み
。 

性
別
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
た
役
割

　
「
男
は
仕
事
、
女
は

家
事
」
と
い
う
よ
う
に
、

職
場
や
家
庭
な
ど
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
性
別
に
よ

り
固
定
化
さ
れ
た
役
割
。 

　
男
性
中
心
型
社
会
を

形
成
し
て
い
る
意
識
。 

無
報
酬
労
働

　
家
事
・
育
児
・
介
護

な
ど
、
主
に
女
性
が
や

る
こ
と
が
多
く
、
賃
金

や
報
酬
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
が
な
い
仕
事
や
活

動
の
こ
と
。 

家
庭
内
暴
力

　
配
偶
者
や
恋
人
な
ど

極
め
て
親
し
い
間
柄
に

あ
る
人
か
ら
の
暴
力
の

こ
と
を
言
う
。 

　
そ
れ
は
身
体
的
暴
力

に
限
ら
ず
、
精
神
的
・

性
的
な
暴
力
も
含
ん
だ

意
味
。 

性
的
嫌
が
ら
せ

　
職
場
で
は
、
「
相
手

の
意
に
反
す
る
性
的
な

内
容
の
発
言
や
行
動
」

の
こ
と
を
言
う
。 

　
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

り
、
雇
用
上
の
力
関
係

を
利
用
し
て
嫌
が
ら
せ

や
行
為
を
強
要
す
る 

「
対
価
型
」
と
、
屈
辱

的
な
言
動
な
ど
で
職
場

環
境
を
不
快
に
す
る
「
環

境
型
」
が
あ
る
。 

社
会
的
・
文
化
的
に

形
成
さ
れ
た
性
差

　
「
男
ら
し
さ
・
女
ら

し
さ
」
で
く
く
ら
れ
た

性
差
の
こ
と
で
、
社
会

や
家
庭
な
ど
で
要
求
さ

れ
る
、「
男
」「
女
」
は

こ
う
あ
る
べ
き
…
と
い

う
固
定
化
し
た
意
識
。 

　
性
別
役
割
分
担
意
識

の
根
本
と
な
っ
て
い
る
。 

　「
７
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
は
、 

い
ず
れ
も
近
年
に
な
っ
て
注

目
さ
れ
始
め
た
「
新
し
い
」

言
葉
で
す
が
、
そ
の
言
葉
が

意
味
す
る
こ
と
は
以
前
か
ら

続
い
て
き
た
男
女
間
の
差
別

に
つ
い
て
で
す
。 

　
そ
れ
ま
で
「
あ
た
り
ま
え
」

や
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
問
題
」

と
し
て
表
面
化
し
に
く
か
っ

た
女
性
問
題
は
、
決
し
て
「
新

し
い
」
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。 

アンペイドワークセクシャル・ハラスメント（セクハラ）

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）

エンパワーメントポジティブ・アクション

性別役割分担ジェンダー

アンペイドワークセクシャル・ハラスメント（セクハラ）

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）

エンパワーメントポジティブ・アクション

性別役割分担ジェンダー

アンペイドワークセクシャル・ハラスメント（セクハラ）

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）

エンパワーメントポジティブ・アクション

性別役割分担ジェンダー

『７つのキーワード』『７つのキーワード』『７つのキーワード』
　
先
月
号
よ
り
３
回
シ
リ
ー
ズ

で
始
め
ま
し
た
「
女
性
問
題
」。

２
回
目
と
な
る
今
月
号
で
も
、

引
き
続
き
男
女
共
同
参
画
社
会

を
中
心
に
、
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 　

先
日
、
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」
に
つ

い
て
学
習
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
学
習
会
は
大
阪
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

代
表
理
事
遠
矢
家
永

子
氏
を
講
師
に
迎
え
、

対
話
形
式
で
進
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
初
め
て
接
す
る

言
葉
、
ま
た
聞
い
た

こ
と
は
あ
っ
て
も
、

意
味
を
知
ら
な
い
言

葉
が
い
く
つ
か
出
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
今
月
号
で
は
女
性

問
題
（
男
女
共
同
参
画
社
会
）

に
関
連
す
る
言
葉
に
注
目
し
て

み
ま
し
た
。 
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　あいさつ運動や村のイベント、保育園や学校の行事を地域ぐるみでもり上げていくには、大人どうしの出会い、

つながりが大事です。今回のテーマは、大人どうしが出会える場づくりです。 

新しい行事や取り組みについては、次回までに具体策を考えてくることになっています。 

次回は11月６日です。ご意見、ご感想があれば、教育委員会までお願いします。（担当　武田） 

地域教育だより
日高村教育委員会

まずは大人がつながろう！まずは大人がつながろう！まずは大人がつながろう！
第３回　地域教育推進協議会（９/９）より

地域教育コーディネーター
（大人が出会える場づくり案） 

地域の教育力を高めるために  
あなたの力を発揮してみませんか？ 

　10月から２月までの夜間と休日の 

５回シリーズで養成講座を開催します。 

　無料で野外活動指導法や応急手当法、 

デジカメ撮影法から保存の仕方、イベン 

トの企画等、素敵なことが学べますよ ! 

　定員20名（先着順） 

　集めた本は、保育園･学校･郵便局･病院などに置き、子どもたちが
自由に利用できるようにします。本を寄贈していただける方は、 

お問い合わせ　24－5115

絵本リサイクル運動（10/20�まで）
家庭で眠っている子ども向けの本を 

日高村と近隣の市町村の子どもたちに！ 

コスモス文庫（20－1533）または教育委員会まで。

記念イベント　木村裕一さん（絵本作家）講演
１１月１５日（土）

吾北山村開発センター（13：00～） 
春野ピアステージ　　（19：00～） 
（入場無料） 

地域ぐるみの教育のためには、

The  Human  Rights

人
権
新
聞

第７号
2003.10

発　行 

教育委員会 

－「あらしのよるに」のひみつ －

地域の方が愛校作業を手伝って 

くれました。学校にもっと地域 

の人を受け入れたいですね。 

日高養護学校が 

よさこい踊りに 

出たように日高 

村でのチームは 

できんろうか？ 

広報ひだかに大人のサー 

クル活動を紹介したら、 

出会える場がひろがる。 

文化教室ができる施設も 

ほしいね。 

学校の空き教 

室を利用して 

保護者や地域 

の人で何かで 

きんろうか？ 

年令に関係なく 

集まる一斉清掃 

など、地区ごと 

の集まりも大事 

にしたい。 

特技のある達人 

に学ぶ「大人の 

教室」があれば 

いいのに。 

魅力ある青年団活動 

も期待したいよ！ 

いろんな種目ができる総合ス 
ポーツ大会をやってみたい。 

運動会など大きな行事を利用して、 

お互いに声をかけあって、ＰＴＡ 

の活動を活発にしたいね！ 

囲碁や将棋などの文化部の大会もお 

もしろいのでは。三世代交流ゲート 

ボール大会なんかもできないかな？ 

﹁
女
性
問
題･

中
巻
﹂

﹁
女
性
問
題･

中
巻
﹂

﹁
女
性
問
題･

中
巻
﹂

﹁
女
性
問
題･

中
巻
﹂

内
な
る
力
を
発
揮

す
る
こ
と

　
女
性
が
政
治
・
経
済
・

社
会
・
家
庭
な
ど
あ
ら

ゆ
る
場
で
、
自
分
た
ち

で
考
え
、
自
分
た
ち
で

行
動
で
き
る
よ
う
、
力

を
発
揮
す
る
こ
と
。 

　
意
志
決
定
へ
の
参
画

や
、
経
済
的
な
自
立
な

ど
。 

積
極
的
な
、
差
別

の
解
消
に
む
け
た

取
り
組
み

　
教
育
や
雇
用
機
会
な

ど
を
一
定
の
割
合
で
優

先
的
に
取
り
扱
う
こ
と

な
ど
、
形
式
的
な
平
等

よ
り
も
実
質
的
な
平
等

を
め
ざ
す
た
め
の
積
極

的
な
取
り
組
み
。 

性
別
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
た
役
割

　
「
男
は
仕
事
、
女
は

家
事
」
と
い
う
よ
う
に
、

職
場
や
家
庭
な
ど
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
性
別
に
よ

り
固
定
化
さ
れ
た
役
割
。 

　
男
性
中
心
型
社
会
を

形
成
し
て
い
る
意
識
。 

無
報
酬
労
働

　
家
事
・
育
児
・
介
護

な
ど
、
主
に
女
性
が
や

る
こ
と
が
多
く
、
賃
金

や
報
酬
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
が
な
い
仕
事
や
活

動
の
こ
と
。 

家
庭
内
暴
力

　
配
偶
者
や
恋
人
な
ど

極
め
て
親
し
い
間
柄
に

あ
る
人
か
ら
の
暴
力
の

こ
と
を
言
う
。 

　
そ
れ
は
身
体
的
暴
力

に
限
ら
ず
、
精
神
的
・

性
的
な
暴
力
も
含
ん
だ

意
味
。 

性
的
嫌
が
ら
せ

　
職
場
で
は
、
「
相
手

の
意
に
反
す
る
性
的
な

内
容
の
発
言
や
行
動
」

の
こ
と
を
言
う
。 

　
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

り
、
雇
用
上
の
力
関
係

を
利
用
し
て
嫌
が
ら
せ

や
行
為
を
強
要
す
る 

「
対
価
型
」
と
、
屈
辱

的
な
言
動
な
ど
で
職
場

環
境
を
不
快
に
す
る
「
環

境
型
」
が
あ
る
。 

社
会
的
・
文
化
的
に

形
成
さ
れ
た
性
差

　
「
男
ら
し
さ
・
女
ら

し
さ
」
で
く
く
ら
れ
た

性
差
の
こ
と
で
、
社
会

や
家
庭
な
ど
で
要
求
さ

れ
る
、「
男
」「
女
」
は

こ
う
あ
る
べ
き
…
と
い

う
固
定
化
し
た
意
識
。 

　
性
別
役
割
分
担
意
識

の
根
本
と
な
っ
て
い
る
。 

　「
７
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
は
、 

い
ず
れ
も
近
年
に
な
っ
て
注

目
さ
れ
始
め
た
「
新
し
い
」

言
葉
で
す
が
、
そ
の
言
葉
が

意
味
す
る
こ
と
は
以
前
か
ら

続
い
て
き
た
男
女
間
の
差
別

に
つ
い
て
で
す
。 

　
そ
れ
ま
で
「
あ
た
り
ま
え
」

や
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
問
題
」

と
し
て
表
面
化
し
に
く
か
っ

た
女
性
問
題
は
、
決
し
て
「
新

し
い
」
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。 
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エンパワーメントポジティブ・アクション

性別役割分担ジェンダー

アンペイドワークセクシャル・ハラスメント（セクハラ）

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）
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今
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で
も
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き
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を
中
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に
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考
え
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み
た
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と

思
い
ま
す
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先
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、
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男
女
共
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参
画
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に
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て
学
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す
る
機
会

が
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ま
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。
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阪
で
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Ｓ
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Ａ
Ｎ
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て
も
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を
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つ
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出
て
き
ま
し
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そ
こ
で
、
今
月
号
で
は
女
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問
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（
男
女
共
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参
画
社
会
）

に
関
連
す
る
言
葉
に
注
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し
て

み
ま
し
た
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詳細については、新聞折込チラシにてお知らせします。

日高村村民運動会

秋
の
行
政
相
談
週
間

　
　
　
　
10
月
20
日
～
26
日

ご
意
見
・
ご
要
望
　
お
気
軽
に

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、

役
所
や
公
団
が
し
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、
苦

情
や
ご
要
望
・
ご
意
見
を
お
持
ち
の
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
の
よ
り
一
層

の
普
及
を
図
る
た
め
、
10
月
20
日
（
月
）
〜
26
日

（
日
）
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
し
て
、
全
国
一

斉
に
各
種
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。 

　
日
高
村
で
も
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
行
政
機
関
の
仕
事
な
ど
で

お
困
り
の
方
、
ま
た
、
ご
意
見
・
ご
要
望
の
あ

る
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
無
料
・

秘
密
厳
守
） 

 

日
高
村
で
の
行
政
相
談

●
秋
の
行
政
相
談
週
間
に
か
か
る
行
政
相
談

　
期
　
　
日
　
10
月
24
日（
金
） 

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時 

　
場
　
　
所
　
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
相
談
委
員
　
山
　
岡
　
政
　
文 

　
相
談
内
容
　
年
金
、
保
険
、
福
祉
・
道
路
、

交
通
安
全
・
郵
便
・
登
記
・
住
宅
・

公
害
・
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
つ
い
て
、
苦
情
や
要
望
、
ま
た

は
、
苦
情
や
要
望
に
つ
い
て
の
説

明
や
処
置
な
ど
に
納
得
の
い
か
な

い
場
合
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

●
定
例
行
政
相
談

　
期
　
　
日
　
奇
数
月
の
第
３
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時 

　
場
　
　
所
　
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
※
相
談
日
が
祝
祭
日
の
と
き
は
次
の
平
日 

　沼田幸子院長の定年退職に伴い、１０月１日よ
り松浦喜美夫先生が院長に就任されました。 
　松浦先生は弘前大学医学部を卒業後、同大学
大学院に入学され、医学博士の学位を取得、同
大学医学部付属病院、市立秋田総合病院などに
勤務の後、高知医科大学第１外科助手となり、
平成８年より助教授として活躍されていました。 
【所属学会】 
　日本小児外科学会 
　日本消化器外科学会（認定医） 
　日本大腸肛門病学会（専門医） 
　日本癌治療学会 
　日本外科学会（専門医） 
　なお、沼田前院長の内科外来につきましては、
引き続き診療していただけることになっており
ますので安心してご来院ください。 

仁淀病院院長が交代
目的 

（1）民事相談…交通事故、金銭、土地建物、公害など 

（2）家事相談…離婚、財産分与、親権、相続、扶養など 

いろいろな悩み事を、手軽に、早く、安く解決
できる調停制度を利用する方法について相談に
応じます。 

日時　平成15年11月13日 （木） 
　　　午前９時30 分から午後３時まで受付します。 
場所　高知電気ビル　８階・大ホール 
　　　高知市本町4- 1 - 16 
　　　県庁前電車通りバス停留所北側 
　　　電話　088－875－9271 
相談担当者　高知地方・家庭裁判所の調停委員 
　　　　　（弁護士を含む） 
　　お問い合わせは高知地区調停協会 
　　（高知家庭裁判所内）へ 
　　　電話　088－822－0340　内線295・331 
 

無料調停相談会

日高中吹奏楽部　第24回定期演奏会

高
知
県
立
佐
川
高
等
学
校

創
立
80
周
年
記
念
式
典
の
お
知
ら
せ
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税務課
24－5112
zeimu@vill.hidaka.kochi.jp
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く・ら・し・の 

情報 
く・ら・し・の 

情報 

昭和30年校舎 

日時：平成15年11月15日 （土） 

場所：本校体育館 

生徒意見発表会・郷土芸能鑑賞 9：00 ～ 11：30 

記念式典 13 ：00～ 13 ：50 

記念講演 14 ：00～ 15： 30 

　　講師　　衣笠祥雄氏 

　　演題　　「野球から学び、教えられたこと 

　　　　　　　－自分に勝ってこそ『人生の哲人』－」 

練習日：平成15年11月３日 （文化の日） 

　　　　16日（日）・22日（土） 

場　所：日高中音楽室 

時　間：PM　3：0 0 ～ 5：00 

２曲程度を予定しています。（曲名は未定） 

お問い合わせ：日高中　吹奏楽部顧問　　田好野 

参加申込み　　　　　　　TEL 24－5840

　
本
校
は
、
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
４
月
に
「
佐

川
高
等
女
学
校
」
と
し
て
誕
生
し
、
昭
和
23
年 

（
１
９
４
８
）
「
佐
川
高
等
学
校
」
と
し
て
新
た

に
出
発
し
ま
し
た
。
創
立
時
よ
り
多
く
の
地
域

の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
お
か
げ
さ
ま
で
創
立
80

周
年
を
迎
え
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま

し
て
は
創
立
80
周
年
記
念
式
典
を
下
記
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来
校

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

日高村村民運動会日高村村民運動会
期日　平成15 年10月19 日（日）　　〔雨天中止〕

『　　　　　　　 地域・世代交流ステージ』
みんな

　あつ
まれ！！

　
11
月
23
日（
日
）
13
　
30
よ
り
日
下
小
体
育
館
に
て
、

本
年
度
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
中
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
、
演
奏
に
参
加
し

て
頂
け
る
方
を
大
募
集
し
ま
す
。
O
B
・
O
G
の
皆
さ

ん
、
楽
器
経
験
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
い
っ
し
ょ
に
演

奏
し
ま
し
ょ
う
！！　
年
齢
・
性
別
う
ま
い
ヘ
タ
を
問
い
ま

せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

‥ 

｛ 

お問い合わせは、日高村村民運動会運営委員会事務局（教育委員会内 24－5115）まで

※10月19日（日）が雨天等の場合、開催についてのお問
い合わせは、各部落長、又は、村民運動会運営委員会
事務局（教育委員会内24－5115）までお問い合わせ
ください。 

　【大会役員にてAM 7：00に開催について決定し、各
部落長に電話にて連絡します。また、広報車にて村内
を巡回します。】 

詳細については、新聞折込チラシにてお知らせします。

練
習
に
取
り
組
む
吹
奏
楽
部 

※どれか１日参加して 

　頂ければいいです。 
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詳細については、新聞折込チラシにてお知らせします。

日高村村民運動会

秋
の
行
政
相
談
週
間

　
　
　
　
10
月
20
日
～
26
日

ご
意
見
・
ご
要
望
　
お
気
軽
に

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、

役
所
や
公
団
が
し
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、
苦

情
や
ご
要
望
・
ご
意
見
を
お
持
ち
の
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
の
よ
り
一
層

の
普
及
を
図
る
た
め
、
10
月
20
日
（
月
）
〜
26
日

（
日
）
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
し
て
、
全
国
一

斉
に
各
種
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。 

　
日
高
村
で
も
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
行
政
機
関
の
仕
事
な
ど
で

お
困
り
の
方
、
ま
た
、
ご
意
見
・
ご
要
望
の
あ

る
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
無
料
・

秘
密
厳
守
） 

 

日
高
村
で
の
行
政
相
談

●
秋
の
行
政
相
談
週
間
に
か
か
る
行
政
相
談

　
期
　
　
日
　
10
月
24
日（
金
） 

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時 

　
場
　
　
所
　
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
相
談
委
員
　
山
　
岡
　
政
　
文 

　
相
談
内
容
　
年
金
、
保
険
、
福
祉
・
道
路
、

交
通
安
全
・
郵
便
・
登
記
・
住
宅
・

公
害
・
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
つ
い
て
、
苦
情
や
要
望
、
ま
た

は
、
苦
情
や
要
望
に
つ
い
て
の
説

明
や
処
置
な
ど
に
納
得
の
い
か
な

い
場
合
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

●
定
例
行
政
相
談

　
期
　
　
日
　
奇
数
月
の
第
３
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時 

　
場
　
　
所
　
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
※
相
談
日
が
祝
祭
日
の
と
き
は
次
の
平
日 

　沼田幸子院長の定年退職に伴い、１０月１日よ
り松浦喜美夫先生が院長に就任されました。 
　松浦先生は弘前大学医学部を卒業後、同大学
大学院に入学され、医学博士の学位を取得、同
大学医学部付属病院、市立秋田総合病院などに
勤務の後、高知医科大学第１外科助手となり、
平成８年より助教授として活躍されていました。 
【所属学会】 
　日本小児外科学会 
　日本消化器外科学会（認定医） 
　日本大腸肛門病学会（専門医） 
　日本癌治療学会 
　日本外科学会（専門医） 
　なお、沼田前院長の内科外来につきましては、
引き続き診療していただけることになっており
ますので安心してご来院ください。 

仁淀病院院長が交代
目的 

（1）民事相談…交通事故、金銭、土地建物、公害など 

（2）家事相談…離婚、財産分与、親権、相続、扶養など 

いろいろな悩み事を、手軽に、早く、安く解決
できる調停制度を利用する方法について相談に
応じます。 

日時　平成15年11月13日 （木） 
　　　午前９時30 分から午後３時まで受付します。 
場所　高知電気ビル　８階・大ホール 
　　　高知市本町4- 1 - 16 
　　　県庁前電車通りバス停留所北側 
　　　電話　088－875－9271 
相談担当者　高知地方・家庭裁判所の調停委員 
　　　　　（弁護士を含む） 
　　お問い合わせは高知地区調停協会 
　　（高知家庭裁判所内）へ 
　　　電話　088－822－0340　内線295・331 
 

無料調停相談会

日高中吹奏楽部　第24回定期演奏会

高
知
県
立
佐
川
高
等
学
校

創
立
80
周
年
記
念
式
典
の
お
知
ら
せ
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昭和30年校舎 

日時：平成15年11月15日 （土） 

場所：本校体育館 

生徒意見発表会・郷土芸能鑑賞 9：00 ～ 11：30 

記念式典 13 ：00～ 13 ：50 

記念講演 14 ：00～ 15： 30 

　　講師　　衣笠祥雄氏 

　　演題　　「野球から学び、教えられたこと 

　　　　　　　－自分に勝ってこそ『人生の哲人』－」 

練習日：平成15年11月３日 （文化の日） 

　　　　16日（日）・22日（土） 

場　所：日高中音楽室 

時　間：PM　3：0 0 ～ 5：00 

２曲程度を予定しています。（曲名は未定） 

お問い合わせ：日高中　吹奏楽部顧問　　田好野 

参加申込み　　　　　　　TEL 24－5840
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は
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正
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２
２
）
４
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に
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」
と
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和
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。
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の
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、
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で
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を
迎
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運
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と
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。
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は
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念
式
典
を
下
記
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来
校

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

日高村村民運動会日高村村民運動会
期日　平成15 年10月19 日（日）　　〔雨天中止〕

『　　　　　　　 地域・世代交流ステージ』
みんな

　あつ
まれ！！

　
11
月
23
日（
日
）
13
　
30
よ
り
日
下
小
体
育
館
に
て
、

本
年
度
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
中
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
、
演
奏
に
参
加
し

て
頂
け
る
方
を
大
募
集
し
ま
す
。
O
B
・
O
G
の
皆
さ

ん
、
楽
器
経
験
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
い
っ
し
ょ
に
演

奏
し
ま
し
ょ
う
！！　
年
齢
・
性
別
う
ま
い
ヘ
タ
を
問
い
ま

せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

‥ 

｛ 

お問い合わせは、日高村村民運動会運営委員会事務局（教育委員会内 24－5115）まで

※10月19日（日）が雨天等の場合、開催についてのお問
い合わせは、各部落長、又は、村民運動会運営委員会
事務局（教育委員会内24－5115）までお問い合わせ
ください。 

　【大会役員にてAM 7：00に開催について決定し、各
部落長に電話にて連絡します。また、広報車にて村内
を巡回します。】 

詳細については、新聞折込チラシにてお知らせします。

練
習
に
取
り
組
む
吹
奏
楽
部 

※どれか１日参加して 

　頂ければいいです。 
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information

献血

８月24日㈰ 実施献血にご協力ありがとうございました。 

次回の

　献血日程（予定）

11月25日㈫ AM 9：30－PM 12：30
 PM 1：30－PM 3：30
日高村役場前　

　高知県最低賃金は、本年度の改定審議の
結果、「改定ゼロ・据え置き」となり、昨
年10月１日に改定された「時間額：611円」
が現行最低賃金として、今後改定があるま
で適用されるものです。 
 

お問い合わせ先 
　高知労働局　賃金室 
　電話　088－885－6024

高知県最低賃金

　当協会では、厚生労働省の委託を受けて、労災年金受給者
の福祉援護事業の他に、社会的に関心の高い「過労死」につ
いて、窓口相談やフリーダイヤルによる相談を行っています。 
　相談内容について、秘密は厳守します。 
 

お問い合わせ先 
　高知市堺町2- 26　高知中央第一生命ビル４階 
　労災年金福祉協会　高知労災年金相談室 
　電話　フリー　

ダイヤル 0120－603－114

「過労死」等無料相談

働き過ぎていませんか？
ご相談ください！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

新
型
肺
炎︵
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
︶に

関
す
る
お
知
ら
せ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
次
の
通
り
に
行
っ
て
い
ま
す
の

で
希
望
さ
れ
る
方
は
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
対
象
者

　
日
高
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
予
防
接
種
当
日
①
②
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
本
人
が
接
種
を
希
望
す
る
方
。 

　
①
65
歳
以
上
の
方
。 

　
②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
の

あ
る
方
。（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方
） 

●
実
施
期
間

　
平
成
15
年
10
月
１
日
〜
平
成
16
年
２
月
29
日 

（
公
費
負
担
で
接
種
で
き
る
の
は
、
医
療
機
関
で
１
人
１
回
だ
け
で

す
。） 

●
実
施
医
療
機
関

　
全
て
の
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
事
前
に
医
療
機
関
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
接
種

日
時
等
を
確
認
し
、
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
予
防
接
種
は
次
の
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

日
高
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

２
４
―
４
０
０
３ 

柳
瀬
診
療
所 

０
８
８
―
８
９
７
―
０
３
１
１
 

さ
く
ら
病
院
 

０
８
８
―
８
９
３
―
５
１
１
１
 

仁
淀
病
院
 

０
８
８
―
８
９
３
―
１
５
５
１
 

田
村
外
科
 

０
８
８
―
８
９
３
―
５
７
１
２
 

関
田
病
院
 

０
８
８
―
８
９
３
―
０
０
４
７
 

高
北
病
院
 

２
２
―
１
１
６
６
 

●
接
種
料
金
（
自
己
負
担
金
）
　
１
、０
０
０
円
 

※
「
生
活
保
護
受
給
者
」
の
方
は
、
自
己
負
担
金
免
除
証
明
書
を
持

参
す
れ
ば
自
己
負
担
金
が
免
除
と
な
り
ま
す
。
 

　
免
除
対
象
の
方
は
、
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー
迄
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

※
予
防
接
種
の
効
果
は
、
接
種
後
２
週
間
か
ら
５
ケ
月
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
例
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
ピ
ー
ク
は
１
月
か
ら
２
ケ
月
で

す
の
で
、
流
行
す
る
前
の
12
月
中
に
は
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
が

よ
り
効
果
的
で
す
。 

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー
 

２
４
︱
７
８
５
１

サ
ー
ズ

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
は
⋮

　
現
在
、
ア
ジ
ア
地
域
や
ト
ロ

ン
ト
で
発
生
し
て
い
る
ウ
イ
ル

ス
性
の
呼
吸
器
疾
患
で
す
。 

症
状
は
⋮

　
38
℃
以
上
の
急
な
発
熱
、
咳
、

呼
吸
困
難
な
ど
で
す
。 

予
防
は
⋮

● 

＊

感
染
地
域
へ
の
旅
行
を
避

け
ま
し
ょ
う
。 

● 

外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
手
洗
い
・

う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 ＊
感
染
地
域
か
ら
帰
国
後
10
日
以
内
に
38
℃

以
上
の
発
熱
、咳
、息
切
れ
が
あ
っ
た
時
は

病
院
に
行
く
前
に

　
ま
ず
保
健
所
に

　
　
　
　
電
話
連
絡
を
！

電
話 

０
８
８
９
︱
２
２
︱
１
２
４
７

︵
夜
間
・
休
日
　
０
８
８
︱
８
２
４
︱
０
１
７
６
︶

高
知
県
中
央
西
保
健
所
　
健
康
課

 

＊
感
染
地
域
：
伝
播
確
認
地
域 

（
Ｈ
15
・
６
・
12
現
在
） 

北
京
・
香
港
・
台
湾
・
天
津
・
広
東
省
・

河
北
省
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
・
湖
北
省
・

吉
林
省
・
江
蘇
省
・
山
西
省
・
陜
西
省
・

ト
ロ
ン
ト 

 

　日高村のイベントやお祭りを
創ってみませんか。「こんなことあ

んなことをやりたい !!」「こんなことを

やったら絶対おもしろい!!」そんなアイ

デアとやる気のある方集まりませんか!!

大事なのは 

��やる気
         です!!

※今回の募集は、無報酬にてイベントなど
の発案から企画、運営に至るまで、すべて
に関わり中心となって活動できる方の募集
です。今後の取り組み方などは、集まった
メンバーにて決定し、取り組みを行ってい
ただきます。 

詳しいことについての 

　お問い合わせやお申し込みは 

日高村教育委員会 

（24 －5115）  
　　　　　　　までお願いします。 

大募集！！
お祭
り・イベント大好き人間お祭
り・イベント大好き人間

なお、申し込み締め切り日は、 

10月31日  

9月30日現在、 申込者
ゼロです。積極的なご参
加よろしくお願いします。 

 

（金） となります。 

氏　　名 住　所　等

朝日雄志郎 奥 の 谷

井上　慧子 折 月 南

井上　健児 大 川 内

井上　正志 大 川 内

岩崎　　香 県 住

上野　和江 岩 目 地 西

江原　豊彦 奥 の 谷

大川　博之 大 橋 西

大崎　康成 宮 谷

大藤　末夫 鴨 地

大藤　長男 妹 背

大野木　聖 高知福祉専門学校

大橋　　修 田 福

大和田博光 大 和 田

岡　　幸平 高知福祉専門学校

岡林　永典 九 頭

岡村　光子

岡本　敏子 本 村

小田　和永 越 知 町

柏井　松美 大 川 内

柏井　康志 宇 井

片岡　重吉 折 月 団 地

片岡　信次 長 崎

片田　幸美 鍛 冶 屋 南

門田　龍一 奥 の 谷

門脇　幸秀 吾 北 村

川瀬　佳世 岩 目 地 西

川瀬　富貴 岩 目 地 西

氏　　名 住　所　等

川瀬　　康 岩 目 地 西

北添一二美 岩 目 地 西

北添　路章 大 橋 東

坂本　昌総 大 和 田

坂本リキ子 大 和 田

三宮　力子 奥 の 谷

渋谷　浩司 宮 谷

渋谷　剛志 南 込 山

渋谷　智津 宇 井

渋谷　輝男 宇 井

渋谷　桃恵 宇 井

渋谷　幸雄 大 橋 東

下本　幸一 県 住

下本　由香 県 住

新川　弘明 田 福

菅　　穂澄 宮 の 谷

田内　孝幸 駅 前

瀧浦　教之 大 橋 西

竹内　美江 岡 花 団 地

竹本　　求 大 橋 西

田中　紀子 妹 背

田内　昭子 駅 前

鶴見　　宏 望 ケ 丘

戸梶　　幸 伊 野 町

戸梶　政香 井 峯

戸梶　典彦 伊 野

戸梶　博正 妹 背

中野　重男 宮 の 谷

氏　　名 住　所　等

中野　益隆 妹 背

長野　里美 高 知 市

中村　　正 高 知 市

中山　寿美 柏 井

中山　拓馬 梅 ケ 坂

西川　明良 高知福祉専門学校

西川　賢生 木 屋 ケ 谷

西川　長広 大 花

西森　省雄 高 知 市

西森　卓也 大 橋 東 M

野田　祥史 県 住

畠山　俊輔 柱 谷

畠山智寿子 柱 谷

浜田　征幸 田 福

藤本　末美 石 田

藤本　俊徳 石 田

藤本　美智 九 頭

藤原ちさと 望 ケ 丘

藤原　利彦 望 ケ 丘

藤原　良太 望 ケ 丘

堀尾　四郎 今 宮 団 地

正岡　幹子 岩 目 地 西

松岡　一宏 妹 背

松田　恵子 大 川 内

水田　幸雄 岩 目 地 東

壬生　　幸 鴨 地

壬生　豊秀 鴨 地

味代木孝子 平 野

氏　　名 住　所　等

味代木タツコ 平 野

森澤　雅子 木 屋 ケ 谷

森下　和夫 奥 の 谷

森下　剛充 長 山 田

森下　順子 小 村

森下　純男 北 込 山

森下　卓也 大 橋 西

森下　雅文 奥 の 谷

森下　美智 梅 ケ 坂

森下　靖子 大 橋 西

森本　国治 大 川 内

矢野　澄枝 大 橋 西

矢野　孝明 猿 田

矢野千津子 鍛 冶 屋

矢野　忠茂 鍛 冶 屋 南

矢野　直樹 猿 田

矢野　弘子 妹 背

山岡　昭彦 岩 目 地 東

山岡　牧子 九 頭

山岡　満廣 九 頭

山田　雅子 奥 の 谷

山本　太郎 伊 野 町

山本　牧主 大 川 内

山本　裕司 大 和 田

横山　浩二 渋 川

吉田　知代 渋 川

その他７名の方



（21）　─広報ひだか10月号─

information

献血

８月24日㈰ 実施献血にご協力ありがとうございました。 

次回の

　献血日程（予定）

11月25日㈫ AM 9：30－PM 12：30
 PM 1：30－PM 3：30
日高村役場前　

　高知県最低賃金は、本年度の改定審議の
結果、「改定ゼロ・据え置き」となり、昨
年10月１日に改定された「時間額：611円」
が現行最低賃金として、今後改定があるま
で適用されるものです。 
 

お問い合わせ先 
　高知労働局　賃金室 
　電話　088－885－6024

高知県最低賃金

　当協会では、厚生労働省の委託を受けて、労災年金受給者
の福祉援護事業の他に、社会的に関心の高い「過労死」につ
いて、窓口相談やフリーダイヤルによる相談を行っています。 
　相談内容について、秘密は厳守します。 
 

お問い合わせ先 
　高知市堺町2- 26　高知中央第一生命ビル４階 
　労災年金福祉協会　高知労災年金相談室 
　電話　フリー　

ダイヤル 0120－603－114

「過労死」等無料相談

働き過ぎていませんか？
ご相談ください！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

新
型
肺
炎︵
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
︶に

関
す
る
お
知
ら
せ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
次
の
通
り
に
行
っ
て
い
ま
す
の

で
希
望
さ
れ
る
方
は
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
対
象
者

　
日
高
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
予
防
接
種
当
日
①
②
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
本
人
が
接
種
を
希
望
す
る
方
。 

　
①
65
歳
以
上
の
方
。 

　
②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
の

あ
る
方
。（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方
） 

●
実
施
期
間

　
平
成
15
年
10
月
１
日
〜
平
成
16
年
２
月
29
日 

（
公
費
負
担
で
接
種
で
き
る
の
は
、
医
療
機
関
で
１
人
１
回
だ
け
で

す
。） 

●
実
施
医
療
機
関

　
全
て
の
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
事
前
に
医
療
機
関
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
接
種

日
時
等
を
確
認
し
、
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
予
防
接
種
は
次
の
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

日
高
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

２
４
―
４
０
０
３ 

柳
瀬
診
療
所 

０
８
８
―
８
９
７
―
０
３
１
１
 

さ
く
ら
病
院
 

０
８
８
―
８
９
３
―
５
１
１
１
 

仁
淀
病
院
 

０
８
８
―
８
９
３
―
１
５
５
１
 

田
村
外
科
 

０
８
８
―
８
９
３
―
５
７
１
２
 

関
田
病
院
 

０
８
８
―
８
９
３
―
０
０
４
７
 

高
北
病
院
 

２
２
―
１
１
６
６
 

●
接
種
料
金
（
自
己
負
担
金
）
　
１
、０
０
０
円
 

※
「
生
活
保
護
受
給
者
」
の
方
は
、
自
己
負
担
金
免
除
証
明
書
を
持

参
す
れ
ば
自
己
負
担
金
が
免
除
と
な
り
ま
す
。
 

　
免
除
対
象
の
方
は
、
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー
迄
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

※
予
防
接
種
の
効
果
は
、
接
種
後
２
週
間
か
ら
５
ケ
月
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
例
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
ピ
ー
ク
は
１
月
か
ら
２
ケ
月
で

す
の
で
、
流
行
す
る
前
の
12
月
中
に
は
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
が

よ
り
効
果
的
で
す
。 

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー
 

２
４
︱
７
８
５
１

サ
ー
ズ

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
は
⋮

　
現
在
、
ア
ジ
ア
地
域
や
ト
ロ

ン
ト
で
発
生
し
て
い
る
ウ
イ
ル

ス
性
の
呼
吸
器
疾
患
で
す
。 

症
状
は
⋮

　
38
℃
以
上
の
急
な
発
熱
、
咳
、

呼
吸
困
難
な
ど
で
す
。 

予
防
は
⋮

● 

＊

感
染
地
域
へ
の
旅
行
を
避

け
ま
し
ょ
う
。 

● 

外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
手
洗
い
・

う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 ＊
感
染
地
域
か
ら
帰
国
後
10
日
以
内
に
38
℃

以
上
の
発
熱
、咳
、息
切
れ
が
あ
っ
た
時
は

病
院
に
行
く
前
に

　
ま
ず
保
健
所
に

　
　
　
　
電
話
連
絡
を
！

電
話 

０
８
８
９
︱
２
２
︱
１
２
４
７

︵
夜
間
・
休
日
　
０
８
８
︱
８
２
４
︱
０
１
７
６
︶

高
知
県
中
央
西
保
健
所
　
健
康
課

 

＊
感
染
地
域
：
伝
播
確
認
地
域 

（
Ｈ
15
・
６
・
12
現
在
） 

北
京
・
香
港
・
台
湾
・
天
津
・
広
東
省
・

河
北
省
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
・
湖
北
省
・

吉
林
省
・
江
蘇
省
・
山
西
省
・
陜
西
省
・

ト
ロ
ン
ト 

 

　日高村のイベントやお祭りを
創ってみませんか。「こんなことあ

んなことをやりたい !!」「こんなことを

やったら絶対おもしろい!!」そんなアイ

デアとやる気のある方集まりませんか!!

大事なのは 

��やる気
         です!!

※今回の募集は、無報酬にてイベントなど
の発案から企画、運営に至るまで、すべて
に関わり中心となって活動できる方の募集
です。今後の取り組み方などは、集まった
メンバーにて決定し、取り組みを行ってい
ただきます。 

詳しいことについての 

　お問い合わせやお申し込みは 

日高村教育委員会 

（24 －5115）  
　　　　　　　までお願いします。 

大募集！！
お祭
り・イベント大好き人間お祭
り・イベント大好き人間

なお、申し込み締め切り日は、 

10月31日  

9月30日現在、 申込者
ゼロです。積極的なご参
加よろしくお願いします。 

 

（金） となります。 
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池野いちび選 

information

10月のすくすくひろば予定 村 ばろひ民

日高会ゴルフコンペ 平成15年9月7日

 順位 競技者名 gross Hdcp net
 優勝 大原一雄 79 13 66 

 準優勝 関　文男 92 22 70 

 ３位 中山和夫 85 14 71 

 ４位 宗円　喬 88 17 71 

 ５位 森本雅人 90 18 72 

 ６位 森下輝夫 91 18 73 

 ７位 五藤順子 96 22 74 

 ８位 戸梶広彦 88 14 74 

 ９位 北添孝裕 86 12 74 

 10 位 畑山　奨 93 18 75 

 ベスグロ 大原一雄 79 

 

 

 

日高会世話人　中山和夫

芸術の秋 
粘土で遊ぼう 
9：30～ 

ぷち･とまと 
9：30～ 

作って遊ぼう 
手作り 
おもちゃ 
9：30～ 

親子 
クッキング 
9：30～ 

ぷち･とまと 
9：30～  

出前ひろば 
能津保育園 
9：30～ 

出前ひろば 
東部保育所 
9：30～ 

出前ひろば 
加茂保育園 
9：30～ 
親子給食会 

リズム遊び 
9：30～ 

日 月 火 水 木 金 土 

福
祉
医
療
制
度
の

改
正
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
よ
り
食
事
療
養
費
が

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
10

月
１
日
以
降
に
65
才
以
上
に
な
っ

て
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
ら

れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
の
み
が
対
象

と
な
り
ま
す
。 

  

日
高
村
福
祉
券
︵
タ
ク
シ
ー
券
・

ガ
ソ
リ
ン
券
・
オ
ム
ツ
券
︶
給

付
事
業
の
対
象
者
の
変
更
に
つ

い
て

　
平
成
16
年
４
月
１
日
よ
り
日
高

村
福
祉
券
の
配
布
の
対
象
者
が
、

在
宅
の
方
の
み
と
な
り
ま
す
。
入

院
中
及
び
施
設
入
居
者
の
方
に
つ

い
て
は
、
平
成
16
年
度
よ
り
対
象

外
と
な
り
ま
す
。 

 
　
お
問
い
合
わ
せ
は 

    　
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

       

　
２
４
│
７
８
５
１ 

　
そ
の
日
、
広
い
校
庭
の
一
角
に
中
学
生
の
一
組
が
整
列
し

て
軍
事
教
練
の
教
官
（
陸
軍
中
尉
）
を
待
っ
た
。
こ
の
時
間

に
は
、
級
長
の
号
令
で
校
庭
の
任
意
の
場
所
に
整
列
す
る
の

が
例
で
あ
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
級
長
が
南
向
き
に
立
っ
て
号

令
を
か
け
た
の
で
、
二
列
横
隊
は
北
に
向
い
て
並
ん
だ
こ
と

に
な
る
。 

　
や
が
て
到
着
し
た
教
官
は
整
列
の
や
り
直
し
を
命
じ
た
。

細
か
い
お
説
教
の
言
葉
は
忘
れ
た
が
、
そ
の
と
き
の
教
官
の

言
っ
た
「
北
は
敗
北
の
北
で
あ
る
。
そ
の
北
に
向
か
っ
て
並

ぶ
と
は
…
」
は
、
そ
の
後
も
忘
れ
な
い
。
高
知
新
聞
に
週
毎

に
載
っ
て
い
る
嶋
岡
晨
さ
ん
の
〝
夢
は
今
も
め
ぐ
り
て
　
昭

和
の
少
年
誌
〞
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
前
述
の
情
景
を
ま

た
思
い
出
し
た
。 

　
サ
イ
パ
ン
は
ま
だ
陥
ち
ず
、
米
機
Ｂ
29
の
夜
毎
の
日
本
空

爆
の
定
期
便
も
ま
だ
は
じ
ま
っ
て
い
な
く
て
国
民
一
般
は
、

軍
が
負
け
つ
つ
あ
る
こ
と
等
念
頭
に
な
い
こ
ろ
の
こ
と
だ
っ

た
と
思
う
が
、
陸
軍
将
校
の
教
官
は
、
連
合
艦
隊
の
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
で
の
壊
滅
的
な
敗
北
を
う
す
う
す
知
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
で
い
ら
い
ら
し
て
い
た
と
し
て
も
、
う
か

つ
な
言
葉
で
は
あ
る
。 

　
北
村
・
北
川
・
北
岡
・
北
な
ど
名
字
に
北
の
文
字
を
持
つ

人
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
そ
の
時
考
え
た
か
ど
う
か
、
妙

に
忘
れ
ず
に
折
節
思
い
出
す
。 

　
時
々
思
い
出
す
こ
と
は
ま
だ
あ
る
。 

　
安
保
の
論
議
で
日
本
中
が
ゆ
れ
る
中
、
テ
レ
ビ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

日
曜
討
論
で
政
権
党
の
代
表
が
言
っ
た
「
安
保
が
戦
争
に
つ

な
が
る
な
ん
て
お
笑
い
ぐ
さ
で
す
ね
」、
こ
れ
は
そ
の
発
言
を

し
た
人
物
の
世
論
を
馬
鹿
に
し
た
、
嘲
る
よ
う
な
態
度
が
忘

れ
ら
れ
な
い
。 

　
も
う
一
つ
、
最
近
の
テ
レ
ビ
の
党
首
討
論
で
、
イ
ラ
ク
へ

の
自
衛
隊
の
派
遣
の
是
非
の
問
答
の
中
で
小
泉
総
裁
の
「
イ

ラ
ク
の
ど
こ
が
危
険
で
な
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
ど
う
し
て

私
に
わ
か
る
か
」
で
、
ま
と
も
な
論
議
を
避
け
る
た
め
の
極

め
て
無
責
任
で
、
ふ
ざ
け
た
詭
弁
と
映
り
、
私
に
は
忘
れ
ら

れ
な
い
。 

　
そ
の
小
泉
氏
だ
が
、
今
回
も
自
民
党
総
裁
に
選
ば
れ
た
。

改
革
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
と
総
理
は
言
う
。
な
る
ほ
ど
と

庶
民
が
実
感
で
き
る
結
果
を
出
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
（
参
） 

 

コ
ラ
ム

広
報
編
集
員

コ
ラ
ム

広
報
編
集
員

大
手

手
搦

お
お

て

て

か
ら
め

机からの風景　～コスモス文庫より～ 

企画展示の前で、 
　　「ハイ、ポーズ！」 

　氏 名　　 死亡年月日   年齢　  部落名 

北添 栄壽 Ｈ15 ．８．15 　91 才　岡花団地 

安岡 久武 Ｈ15 ．９．３　76 才　大 和 田  

橋田 清香 Ｈ15 ．９．２　91 才　今宮団地 

矢野 文子 Ｈ15 ．９．６　80 才　猿 　 田  

橋詰 扶喜 Ｈ15 ．９．７　80 才　父 　 原  

 

ごめい福をお祈りいたします 

（以上９月15 日迄届出分） 

お誕生おめでとうございます 

（以上８月15 日迄届出分） 

柴田　洋（父）かすみ（母） 
　甚　哉（じんや） 
　　　　Ｈ15 ．８．９　国岡団地 
野村　豪（父）百合子（母） 
　仁（じん） 
　　　　Ｈ15 ．８．12　 国岡団地 
横山　裕幸（父）有美（母） 
　拓　海（たくみ） 
　　　　Ｈ15 ．８．25　 澁　川 
田所　裕司（父）桂子（母） 
　まとい 
　　　　Ｈ15 ．８．26　 夢団地 
多田　幸信（父）正美（母） 
　楓（かえで） 
　　　　Ｈ15 ．８．28　 父　原 

ふれあいセンター 
　開所式11：00～  
・おもちつき 
・立食パーティー 
・ふれあいアート 
・フリーマーケット 
（小学生のお店） 
（お母さんのお店） 

出前ひろば  
日下保育園  
運動会参加  
9:00～12:00

牛乳パックで 
みんなのイス 
を作ろう 
9：30～  
アンサンブルクラブ 
13：30～  

親子遊び 
9：30～  
革細工 
13：30～  
参加費300円 
〆切21日  

初めてのお母 
さんのための、 
すくすくひろば 
9：30～ 
3歳児健診 
13：30～ 

申込〆切16日  
　参加費500円 

　
８
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27

日
の
毎
週
水
曜
日
に
、
夜
の
図
書

館
を
開
催
し
ま
し
た
。
ド
リ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
つ
き
で
昼
間
と
は
ち
が

っ
た
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

た
よ
う
で
す
。 

　
夜
の
図
書
館
の
期
間
に
あ
わ
せ
て
、

高
知
こ
ど
も
の
図
書
館
か
ら
本
を
借
り

て
き
て
、『
お
い
し
い
本
、
み
〜
つ
け
た
！
』

の
食
べ
物
関
連
の
本
を
展
示
し
ま
し
た
。

お
い
し
そ
〜
な
本
が
い
っ
ぱ
い
で
、
食

欲
が
わ
き
ま
し
た
。
と
て
も
好
評
だ
っ

た
「
も
り
の
お
か
し
や
さ
ん
」
な
ど
の

絵
本
は
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
近
い
う
ち
に
入
荷
し
ま
す
。
お
た
の

し
み
に
。 　

　
図
書
館
利
用
案
内 

○
開
館
時
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

○
休
館
日
　
月
・
祝
日 

○
貸
出 

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、
２
週
間 

　
☎
20
―
１
５
３
３ 

あ
ざ
け
 

    1 2 3 4 

 5  6 7 8 9 10 11 

 12  13  14 15 16 17 18 

 19  20 21 22 23 24 25 

 26  27 28 29 30 31



（23）　─広報ひだか10月号─

池野いちび選 

information

10月のすくすくひろば予定 村 ばろひ民

日高会ゴルフコンペ 平成15年9月7日

 順位 競技者名 gross Hdcp net
 優勝 大原一雄 79 13 66 

 準優勝 関　文男 92 22 70 

 ３位 中山和夫 85 14 71 

 ４位 宗円　喬 88 17 71 

 ５位 森本雅人 90 18 72 

 ６位 森下輝夫 91 18 73 

 ７位 五藤順子 96 22 74 

 ８位 戸梶広彦 88 14 74 

 ９位 北添孝裕 86 12 74 

 10位 畑山　奨 93 18 75 

 ベスグロ 大原一雄 79 

 

 

 

日高会世話人　中山和夫

芸術の秋 
粘土で遊ぼう 
9：30～ 

ぷち･とまと 
9：30～ 

作って遊ぼう 
手作り 
おもちゃ 
9：30～ 

親子 
クッキング 
9：30～ 

ぷち･とまと 
9：30～  

出前ひろば 
能津保育園 
9：30～ 

出前ひろば 
東部保育所 
9：30～ 

出前ひろば 
加茂保育園 
9：30～ 
親子給食会 

リズム遊び 
9：30～ 

日 月 火 水 木 金 土 

福
祉
医
療
制
度
の

改
正
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
よ
り
食
事
療
養
費
が

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
10

月
１
日
以
降
に
65
才
以
上
に
な
っ

て
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
ら

れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
の
み
が
対
象

と
な
り
ま
す
。 

  

日
高
村
福
祉
券
︵
タ
ク
シ
ー
券
・

ガ
ソ
リ
ン
券
・
オ
ム
ツ
券
︶
給

付
事
業
の
対
象
者
の
変
更
に
つ

い
て

　
平
成
16
年
４
月
１
日
よ
り
日
高

村
福
祉
券
の
配
布
の
対
象
者
が
、

在
宅
の
方
の
み
と
な
り
ま
す
。
入

院
中
及
び
施
設
入
居
者
の
方
に
つ

い
て
は
、
平
成
16
年
度
よ
り
対
象

外
と
な
り
ま
す
。 

 

　
お
問
い
合
わ
せ
は 

    　
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

       

　
２
４
│
７
８
５
１ 

　
そ
の
日
、
広
い
校
庭
の
一
角
に
中
学
生
の
一
組
が
整
列
し

て
軍
事
教
練
の
教
官
（
陸
軍
中
尉
）
を
待
っ
た
。
こ
の
時
間

に
は
、
級
長
の
号
令
で
校
庭
の
任
意
の
場
所
に
整
列
す
る
の

が
例
で
あ
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
級
長
が
南
向
き
に
立
っ
て
号

令
を
か
け
た
の
で
、
二
列
横
隊
は
北
に
向
い
て
並
ん
だ
こ
と

に
な
る
。 

　
や
が
て
到
着
し
た
教
官
は
整
列
の
や
り
直
し
を
命
じ
た
。

細
か
い
お
説
教
の
言
葉
は
忘
れ
た
が
、
そ
の
と
き
の
教
官
の

言
っ
た
「
北
は
敗
北
の
北
で
あ
る
。
そ
の
北
に
向
か
っ
て
並

ぶ
と
は
…
」
は
、
そ
の
後
も
忘
れ
な
い
。
高
知
新
聞
に
週
毎

に
載
っ
て
い
る
嶋
岡
晨
さ
ん
の
〝
夢
は
今
も
め
ぐ
り
て
　
昭

和
の
少
年
誌
〞
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
前
述
の
情
景
を
ま

た
思
い
出
し
た
。 

　
サ
イ
パ
ン
は
ま
だ
陥
ち
ず
、
米
機
Ｂ
29
の
夜
毎
の
日
本
空

爆
の
定
期
便
も
ま
だ
は
じ
ま
っ
て
い
な
く
て
国
民
一
般
は
、

軍
が
負
け
つ
つ
あ
る
こ
と
等
念
頭
に
な
い
こ
ろ
の
こ
と
だ
っ

た
と
思
う
が
、
陸
軍
将
校
の
教
官
は
、
連
合
艦
隊
の
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
で
の
壊
滅
的
な
敗
北
を
う
す
う
す
知
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
で
い
ら
い
ら
し
て
い
た
と
し
て
も
、
う
か

つ
な
言
葉
で
は
あ
る
。 

　
北
村
・
北
川
・
北
岡
・
北
な
ど
名
字
に
北
の
文
字
を
持
つ

人
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
そ
の
時
考
え
た
か
ど
う
か
、
妙

に
忘
れ
ず
に
折
節
思
い
出
す
。 

　
時
々
思
い
出
す
こ
と
は
ま
だ
あ
る
。 

　
安
保
の
論
議
で
日
本
中
が
ゆ
れ
る
中
、
テ
レ
ビ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

日
曜
討
論
で
政
権
党
の
代
表
が
言
っ
た
「
安
保
が
戦
争
に
つ

な
が
る
な
ん
て
お
笑
い
ぐ
さ
で
す
ね
」、
こ
れ
は
そ
の
発
言
を

し
た
人
物
の
世
論
を
馬
鹿
に
し
た
、
嘲
る
よ
う
な
態
度
が
忘

れ
ら
れ
な
い
。 

　
も
う
一
つ
、
最
近
の
テ
レ
ビ
の
党
首
討
論
で
、
イ
ラ
ク
へ

の
自
衛
隊
の
派
遣
の
是
非
の
問
答
の
中
で
小
泉
総
裁
の
「
イ

ラ
ク
の
ど
こ
が
危
険
で
な
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
ど
う
し
て

私
に
わ
か
る
か
」
で
、
ま
と
も
な
論
議
を
避
け
る
た
め
の
極

め
て
無
責
任
で
、
ふ
ざ
け
た
詭
弁
と
映
り
、
私
に
は
忘
れ
ら

れ
な
い
。 

　
そ
の
小
泉
氏
だ
が
、
今
回
も
自
民
党
総
裁
に
選
ば
れ
た
。

改
革
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
と
総
理
は
言
う
。
な
る
ほ
ど
と

庶
民
が
実
感
で
き
る
結
果
を
出
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
（
参
） 

 

コ
ラ
ム

広
報
編
集
員

コ
ラ
ム

広
報
編
集
員

大
手

手
搦

お
お

て

て

か
ら
め

机からの風景　～コスモス文庫より～ 

企画展示の前で、 
　　「ハイ、ポーズ！」 

　氏 名　　 死亡年月日   年齢　  部落名 

北添 栄壽 Ｈ15．８．15　91才 岡花団地 

安岡 久武 Ｈ15．９．３　76才 大 和 田  

橋田 清香 Ｈ15．９．２　91才 今宮団地 

矢野 文子 Ｈ15．９．６　80才 猿 　 田  

橋詰 扶喜 Ｈ15．９．７　80才 父 　 原  

 

ごめい福をお祈りいたします 

（以上９月15日迄届出分） 

お誕生おめでとうございます 

（以上８月15日迄届出分） 

柴田　洋（父）かすみ（母） 
　甚　哉（じんや） 
　　　　Ｈ15．８．９　国岡団地 
野村　豪（父）百合子（母） 
　仁（じん） 
　　　　Ｈ15．８．12　国岡団地 
横山　裕幸（父）有美（母） 
　拓　海（たくみ） 
　　　　Ｈ15．８．25　澁　川 
田所　裕司（父）桂子（母） 
　まとい 
　　　　Ｈ15．８．26　夢団地 
多田　幸信（父）正美（母） 
　楓（かえで） 
　　　　Ｈ15．８．28　父　原 

ふれあいセンター 
　開所式11：00～  
・おもちつき 
・立食パーティー 
・ふれあいアート 
・フリーマーケット 
（小学生のお店） 
（お母さんのお店） 

出前ひろば  
日下保育園  
運動会参加  
9:00～12:00

牛乳パックで 
みんなのイス 
を作ろう 
9：30～  
アンサンブルクラブ 
13：30～  

親子遊び 
9：30～  
革細工 
13：30～  
参加費300円 
〆切21日  

初めてのお母 
さんのための、 
すくすくひろば 
9：30～ 
3歳児健診 
13：30～ 

申込〆切16日  
　参加費500円 

　
８
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27

日
の
毎
週
水
曜
日
に
、
夜
の
図
書

館
を
開
催
し
ま
し
た
。
ド
リ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
つ
き
で
昼
間
と
は
ち
が

っ
た
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

た
よ
う
で
す
。 

　
夜
の
図
書
館
の
期
間
に
あ
わ
せ
て
、

高
知
こ
ど
も
の
図
書
館
か
ら
本
を
借
り

て
き
て
、『
お
い
し
い
本
、
み
〜
つ
け
た
！
』

の
食
べ
物
関
連
の
本
を
展
示
し
ま
し
た
。

お
い
し
そ
〜
な
本
が
い
っ
ぱ
い
で
、
食

欲
が
わ
き
ま
し
た
。
と
て
も
好
評
だ
っ

た
「
も
り
の
お
か
し
や
さ
ん
」
な
ど
の

絵
本
は
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
近
い
う
ち
に
入
荷
し
ま
す
。
お
た
の

し
み
に
。 　

　
図
書
館
利
用
案
内 

○
開
館
時
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

○
休
館
日
　
月
・
祝
日 

○
貸
出 

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、
２
週
間 

　
☎
20
―
１
５
３
３ 

あ
ざ
け
 

    1 2 3 4 

 5  6 7 8 9 10 11 

 12  13  14 15 16 17 18 

 19  20 21 22 23 24 25 

 26  27 28 29 30 31

 

北
添
　
正
子

○
蟲
干
し
や
遠
く
に
住
め
る
子
の
便
り

　
　
黴か

び

や
虫
の
害
を
防
ぐ
た
め
の
衣
類
、
書
画
、

調
度
品
な
ど
の
土
用
の
虫
干
で
あ
る
。

　
　
そ
こ
へ
遠
く
離
れ
て
住
ん
で
い
る
子
ど
も
か

ら
の
便
り
が
と
ど
い
た
。
作
者
は
並
べ
ら
れ

た
虫
干
の
品
々
を
傍
ら
に
、
先
ず
は
子
ど
も

の
安
否
を
た
し
か
め
次
々
と
読
み
耽
る
の
で

あ
る
。

 

門
田
の
ぶ
子

○
鳴
き
な
が
ら
鈴
虫
市
に
売
ら
れ
を
り

　
　
俳
句
で
虫
と
言
え
ば
秋
鳴
く
虫
の
総
称
で

あ
る
が
中
で
も
鈴
虫
の
音ね

は
特
に
美
し
く
、

リ
ー
ン
リ
ー
ン
と
鈴
を
振
る
よ
う
に
鳴
く
。

　
　
掲
句
は
小
さ
な
虫
籠
に
入
れ
て
市
で
売
ら
れ

る
鈴
虫
で
あ
る
が〝
鳴
き
な
が
ら
〞を
上
五
に

お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
様
子
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。

森
下
　
花
子

手
話
の
娘
へ
風
お
だ
や
か
に
半
夏
生

自
販
機
に
入
り
替
り
来
る
黄
金
虫

伊
野
部
哲
也

残
暑
な
ほ
箒
に
残
る
使
ひ
癖

秋
刀
魚
焼
く
共
働
き
の
新
婚
さ
ん

柏
井
　
皓
子

夏
果
て
て
二
人
に
戻
る
居
間
広
し

更
け
て
ゆ
く
吾
が
家
を
包
む
虫
時
雨

川
瀬
　
晴
恵

寢
間
に
来
て
そ
れ
よ
り
虫
の
聞
こ
え
け
り

Ｓ
の
字
を
書
く
ご
と
逃
げ
る
蜥
蜴
の
尾島

田
　
　
瞳

少
女
期
が
甦
り
た
る
夕
月
夜

朗
ら
か
な
群
れ
と
行
き
交
ふ
海
の
家

鎮
西
　
美
緒

倒
伏
の
青
粒
多
き
早
稲
を
刈
る

深
草
に
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
虫
の
声

中
村
　
梅
子

鈴
虫
の
髭
も
動
か
ぬ
刻
の
あ
り

唐
突
に
庭
木
に
啼
け
る
秋
の
蟬

中
山
　
美
根

虫
時
雨
弓
張
月
は
山
に
果
つ

菊
苗
を
生
き
る
つ
も
り
で
注
文
す

南
部
記
代
子

早
朝
の
窓
開
け
入
れ
る
秋
の
風

送
迎
の
デ
イ
車
窓
あ
け
秋
の
風

野
村
　
広
子

病
む
夫
の
汗
と
涙
を
ふ
い
て
や
る

日
盛
を
よ
け
て
た
ん
ぼ
を
見
に
行
き
ぬ橋

詰
登
志
子

虫
の
音
も
遠
の
く
空
に
星
近
く

鳴
き
出
す
も
止
む
も
い
っ
せ
い
虫
の
闇浜

田
　
博
子

足
音
の
止
ま
れ
ば
虫
の
音
も
止
る

す
だ
く
虫
も
う
歳
時
記
を
閉
ず
時
刻

濱
田
　
　
幸

倒
伏
の
稲
田
見
廻
し
天
仰
ぐ

盆
灯
籠
ぐ
る
ぐ
る
回
り
父
母
の
顔

池
野
い
ち
び

秋
水
の
絞
ら
れ
な
が
ら
音
と
な
る

は
な
び
ら
を
落
つ
る
カ
ン
ナ
の
緋
の
し
づ
く
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「広報ひだか」は、 
古紙配合率100％、再生紙を使用しています 
 

日高村ホームページ　http://www.vill.hidaka.kochi.jp 
E-mail　　　　　　　 daihyo@vill.hidaka.kochi.jp　※お便りまってます！！ 

今月の 
毎月第２日曜日開館 

メ ダ カ 家 メ ダ カ 家 家 さ ん 
ち 

さ ん 
ち 

　
毎
月
第
２
日
曜
日
に

開
館
し
、
水
辺
で
の
遊

び
を
通
じ
て
生
き
物
体

験
学
習
を
開
催
。
団
体

等
で
御
予
約
い
た
だ
け

れ
ば
、
そ
の
他
の
日
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。 

場
　
　
所 

　
日
高
村
総
合
運
動
公

園
す
ぐ
下 

開
館
日
時 

　
毎
月
第
２
日
曜
日 

　
10
時
〜
13
時 

お
問
い
合
わ
せ 

　
日
高
村
役
場
企
画
課 

　
２
４
―
５
１
１
３ 

「
メ
ダ
カ
さ
ん
家
」
係 

エ
コ
・
カ
ヌ
ー
教
室

　
今
月
の
メ
ダ
カ
さ
ん
家
は
、

７
月
に
引
き
続
き
、
日
下
川

調
整
池
で
エ
コ
・
カ
ヌ
ー
教

室
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
前
日
に
降
っ

た
雨
の
お
か
げ
で
水
位
が
上

が
っ
て
お
り
、
カ
ヌ
ー
を
操

る
に
は
も
っ
て
こ
い
の
状
況

で
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
、
普
段
と

は
違
っ
た
目
線
か
ら
水
辺
の

生
き
物
を
観
察
し
、
あ
ち
こ

ち
で
歓
声
が
飛
び
交
っ
て
お

り
ま
し
た
。 

ち 

ち 

V
illa

g
e
 N

o
w

日高村の人口 

日高村の交通事故発生状況 

あ
と
が
き 

 

甚　哉  くん 

柴田　洋　　（父）さん（国岡団地） 
　　　かすみ（母）さん 
       お兄ちゃん　爵哉くんから 
      　「元気にすくすく育てよ♥」 
      お姉ちゃん　つぶらちゃんから  
      　「甚君大きくなって、 
      　一緒にブランコに乗ろうね♥」 

（じんや） 

　　　　　　　　８月末現在 

　　　　　　　　（前月比） 
世帯数　　 2,405 　  （＋１） 
人　口　　 6,279 人  （±０） 
　　　　男 2,965 人  （＋２） 
　　　　女 3,314 人  （－２） 
 
　　  　　１～８月分（８月） 
人身事故　　  20 件　（３件） 
死　　者　　  ０名　（０名） 
傷　　者　　  27 名　（５名） 
 

 

知ってたつもり？知ってたつもり？ Vol.30

ますます充実！日高村ホームページ

●
次
回
、
10
月
12
日（
日
）
の
テ
ー
マ
は�

﹁
秋
の
キ
ノ
コ
狩
り
﹂

　携帯電話（現在は NTTDoCoMo の 
i-mode のみ）でも日高村ホームペー
ジが見ることができます。内容とし
ては、観光施設の紹介や、村からの
お知らせ、各課への直通ダイヤルな
どを掲載しています。 

（アドレスは、 
http://www.vill.hidaka.kochi.jp） 
です。 
　日高村ホームページに広報ひだか

を掲載！ 

　広報ひだかをホームページに掲載
しています。アドレスを県外に出ら

れているご親族の方々にお知らせしていただければ、どこから
でも村の出来事や情報を簡単に見ることができます。 
　今後の計画としては、戸籍の関係や、国保、年金など、「い
ろいろ知りたいけど、役場に聞くのもちょっと……」といった
内容を、暮らしの小事典と題して掲載する予定です。 

　
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
？ 

　
こ
の
２
、
３
年
の
う
ち
に
村
の
イ
ベ
ン
ト
が
減

っ
た
こ
と
を
。 

・ 

春
一
番
メ
ダ
カ
祭
り 

・ 

ひ
だ
か
「
夏
」
ま
つ
り 

・ 

ひ
だ
花
ま
つ
り
（
コ
ス
モ
ス
） 

　
イ
ベ
ン
ト
の
良
し
悪
し
は
別
と
し
て
、
こ
こ
ま

で
減
っ
て
し
ま
う
と
少
し
寂
し
い
気
も
し
ま
す
。 

　
10
月
19
日
に
は
、
村
民
運
動
会
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
体
育
の
秋
、
家
族
で
参
加
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 


